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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【青果物長距離輸送の時短への挑戦】…３
面／食の新旧街道を行く【「知られざる東京の食街道①」立川のうどと、うどラーメン】
…７面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

93
（−3）

45
（+7）

24
（−3）

6
（+2）

168
（+3）

交通事故死者数（人）

10月30日現在 11月14日現在

2,101
（−160）

2,205
（−169）

全国の死亡
事故件数

2,057
（−155）

令和３年10月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和３年７月 112.06 103.36 111.99
令和３年８月 110.60 101.49 110.74
令和３年９月 112.30 102.52 112.67

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

　

斉
藤
国
交
大
臣
へ
の
要
望

書
で
は
︑
燃
料
価
格
高
騰
対

策
と
し
て
５
項
目
を
掲
げ
て

い
る
（
別
掲
）︒﹁
燃
料
高
騰

分
の
価
格
転
嫁
の
た
め
の
対

策
の
実
施
﹂
で
は
︑
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
の
完
全
収
受
に

向
け
て
︑
荷
主
関
係
団
体
・

企
業
に
対
し
て
強
力
に
要
請

す
る
こ
と
を
取
り
上
げ
た
︒

ま
た
︑﹁
燃
料
税
制
対
策
の

実
施
﹂
や
﹁
高
速
道
路
料
金

の
更
な
る
割
引
の
拡
充
﹂
に

つ
い
て
も
要
望
を
行
っ
た
︒

　

坂
本
会
長
は
ま
ず
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
燃
料

費
を
含
め
適
正
な
運
賃
が
収

受
で
き
る
よ
う
︑
荷
主
等
へ

の
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

い
﹂
と
要
望
︒
斉
藤
国
交
大

臣
は
︑﹁﹃
標
準
的
な
運
賃
﹄

の
基
本
的
な
考
え
方
に
則
っ

て
燃
料
価
格
の
上
昇
分
が
適

正
に
運
賃
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
︑
荷
主
企
業
に
理
解
と
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
﹂

と
回
答
︒
ま
た
︑﹁
燃
料
費

の
上
昇
コ
ス
ト
を
運
賃
等
に

反
映
さ
せ
ず
︑
不
当
に
据
え

置
く
こ
と
は
︑
独
占
禁
止
法

の
違
反
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
と
も
に
︑
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
に
よ
る
荷
主
へ

の
働
き
か
け
等
の
対
象
に
な

る
︒
関
係
省
庁
等
と
も
連
携

し
な
が
ら
︑
燃
料
費
の
上
昇

コ
ス
ト
が
運
賃
等
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
︑
対
応
し
て
い
き

た
い
﹂
と
応
じ
た
︒

　

一
方
︑
高
速
道
路
料
金
関

係
に
つ
い
て
も
︑坂
本
会
長
が

﹁
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
利

用
し
や
す
い
高
速
道
路
料
金

の
構
築
を
お
願
い
し
た
い
﹂

と
要
望
す
る
と
︑
斉
藤
国
交

大
臣
は
﹁
高
速
道
路
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
や
す
く
す
る

こ
と
は
大
事
だ
が
︑
一
方
で

維
持
・
管
理
も
必
要
︒
こ
の

両
立
に
向
け
て
︑
真
剣
に
考

え
て
い
き
た
い
﹂
と
述
べ
る

と
と
も
に
︑﹁
高
速
道
路
料

金
の
割
引
拡
充
に
つ
い
て
は
︑

高
速
道
路
会
社
と
連
携
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
︒な
お
︑

大
口
・
多
頻
度
割
引
の
拡
充

措
置
に
つ
い
て
は
︑
令
和
４

年
度
以
降
に
つ
い
て
も
︑
３

年
度
補
正
に
お
い
て
予
算
を

確
保
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
︑
継
続
し
て
い
き
た
い
﹂

と
回
答
し
た
︒

　

今
回
の
要
望
に
は
︑
橘
慶

一
郎
自
由
民
主
党
衆
議
院
議

員
︑赤
羽
一
嘉
前
国
交
大
臣
︑

吉
野
雅
山
副
会
長
︑
田
中
亨

副
会
長
︑
浅
井
隆
副
会
長
︑

中
川
才
助
副
会
長
︑
庄
子
清

一
副
会
長
も
同
席
し
た
︒

　
（
関
連
記
事
２
面
）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会
長

は
11
月
９
日
︑
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
を

訪
問
し
︑﹁
軽
油
価
格
高
騰
に
関
す
る
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
要
望
書
﹂
を
手
渡
し

た
︒

　

軽
油
価
格
の
大
幅
な
高
騰
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
と
な
っ

て
お
り
︑
将
来
的
に
安
定
し
た
輸
送
力
を
確

保
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
︒

　

坂
本
会
長
は
斉
藤
国
交
大
臣
に
対
し
︑

﹁
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
け
ば
︑
将
来
を
見

通
す
こ
と
の
で
き
な
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
続
出
す
る
︒
安
定
し
た
物
流
を
確
保

す
る
た
め
に
︑
軽
油
価
格
高
騰
対
策
の
推
進

を
何
と
し
て
も
お
願
い
し
た
い
﹂と
述
べ
た
︒

　

な
お
︑同
10
日
に
は
全
ト
協
要
望
を
受
け
︑

国
交
省
が
荷
主
関
係
団
体
に
対
し
︑
通
達

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
適
正
な
運

賃
収
受
の
た
め
の
周
知
に
つ
い
て
﹂
を
発
出

（
別
掲
記
事
参
照
）︒
国
交
省
の
対
応
の
速

さ
な
ど
か
ら
も
︑
全
ト
協
が
も
つ
求
心
力
の

強
さ
が
発
揮
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
︒

　

令
和
３
年
﹁
秋
の
叙
勲
﹂

受
章
者
が
11
月
３
日
に
︑
ま

た
﹁
秋
の
褒
章
﹂
受
章
者
が

11
月
２
日
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表

さ
れ
た
︒

　

受
章
者
は
次
の
各
氏
（
敬

称
略
︑
年
齢
は
11
月
３
日
現

ユ
ニ
ッ
ク
社
長
・
71
歳

▽ 

福
永
征
秀
（
ふ
く
な
が
・

ゆ
く
ひ
で
）
元
兵
庫
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑
信
栄

運
輸
㈱
会
長
・
78
歳

◎
旭
日
双
光
章

▽ 

川
島
満
男
（
か
わ
し
ま
・

み
つ
お
）
群
馬
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
︑
㈱
三
蔵

会
長
・
74
歳

▽ 

三
浦
哲
生
（
み
う
ら
・
て

つ
お
）
元
岩
手
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
︑
城
北
運

輸
㈲
会
長
・
84
歳

︻
褒
章
︼

◎
黄
綬
褒
章

▽ 

大
友
龍
之
（
お
お
と
も
・

た
つ
ゆ
き
）
元
札
幌
地
区

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
︑

大
友
運
送
㈱
社
長
・
69
歳

在
）︒

︻
叙
勲
︼

◎
旭
日
小
綬
章

▽ 

田
中
亨
（
た
な
か
・
す
す

む
）
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
副
会
長
︑
滋
賀
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
︑
㈱
滋
賀

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
５
氏

秋
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
５
氏

旭日小綬章
田中　亨氏

旭日小綬章
福永　征秀氏

旭日双光章
川島　満男氏

旭日双光章
三浦　哲生氏

黄綬褒章
大友　龍之氏

令
和
３
年

　

国
土
交
通
省
は
11
月
10

日
︑
同
９
日
に
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
か
ら
要
望
を
受
け

た
こ
と
（
詳
細
別
項
）
に
即

応
し
︑
自
動
車
局
貨
物
課
長

名
で
荷
主
関
係
団
体
に
対

し
︑
通
達
﹁
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
の
適
正
な
運
賃
収

受
の
た
め
の
周
知
に
つ
い
て
﹂

を
発
出
し
た
︒

　

燃
料
価
格
上
昇
に
よ
り
︑

運
送
事
業
者
の
経
営
状
況
に

与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
︒
燃
料
価
格
の
上
昇
分

に
つ
い
て
は
︑﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
の
設
定
や
燃
料
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
の
導
入
等
に
よ
っ
て
適

正
な
運
賃
収
受
に
繋
げ
︑
運

送
事
業
者
の
み
が
燃
料
価
格

上
昇
分
の
負
担
を
抱
え
な
い

こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒

　

同
通
達
で
は
︑
荷
主
関
係

団
体
に
対
し
て
︑
以
下
に
掲

げ
た
事
項
へ
の
周
知
・
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

①
運
送
事
業
者
と
協
議
の

上
︑
燃
料
費
の
上
昇
分
を
反

映
し
た
適
正
な
運
賃
・
料
金

へ
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
︒

②
運
送
事
業
者
か
ら
燃
料
費

の
上
昇
分
を
運
賃
・
料
金
に

反
映
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

た
に
も
関
わ
ら
ず
︑
運
賃
・

料
金
を
不
当
に
据
え
置
く
こ

と
は
︑
私
的
独
占
の
禁
止
及

び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
22
年
法
律
第

54
号
）
に
違
反
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
と
も
に
︑
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元

年
法
律
第
83
号
）
附
則
第
１

条
の
２
に
基
づ
き
︑
荷
主
へ

の
働
き
か
け
︑
要
請
︑
勧
告

・
公
表
等
の
対
象
と
な
る
こ

と
︒

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
︑
運

賃
交
渉
力
が
十
分
に
備
わ
っ

て
い
な
い
運
送
事
業
者
に
つ

い
て
︑
燃
料
費
の
上
昇
分
を

反
映
し
た
適
正
な
運
賃
・
料

金
へ
の
見
直
し
に
関
す
る
相

談
が
十
分
に
で
き
る
よ
う
︑

本
省
︑
地
方
運
輸
局
︑
運
輸

支
局
に
︑
新
た
に
燃
料
価
格

の
上
昇
に
関
す
る
相
談
窓
口

（
二
次
元

コ
ー
ド
）

を
設
置
し

た
︒

荷
主
関
係
団
体
に
対
し
燃
料
価
格
上
昇
分
を
反
映
し
た

荷
主
関
係
団
体
に
対
し
燃
料
価
格
上
昇
分
を
反
映
し
た

適
正
運
賃
・
料
金
見
直
し
を
要
請

適
正
運
賃
・
料
金
見
直
し
を
要
請

全
ト
協
の
要
望
に
即
・
通
達
を
発
出

国
交
省

相
談
窓
口
を
新
た
に
設
置

1燃料高騰分の価格転嫁のための対策の実施
⑴「標準的な運賃」、「燃料サーチャージ」等による適正な運賃・料

金の収受に関して荷主関係団体・企業の理解醸成及びそれらへの
強力な要請

⑵ 価格転嫁困難に苦しむ中小事業者が、円滑に転嫁できるようにする
ための相談窓口設置等の対策

⑶ 価格転嫁に応じない荷主企業等に対する国土交通省による働きか
け等の積極的な発動

2燃料税制対策の実施
⑴ 燃料価格高騰時の軽油引取税の課税停止措置（トリガー条項）の

凍結解除
3�燃料費負担の軽減に資する補助支援制度の創設
4�エネルギー価格低廉化方策の実施、在庫管理対策の強化

⑴ 産油国に対する強力な増産要請
⑵ 経済産業省や石油関係団体に対する軽油の価格監視の徹底と安

価な備蓄原油の早期放出等石油製品の安定供給の確保の要請
5高速道路料金の更なる割引の拡充

軽油価格高騰に関する要望事項

斉藤鉄夫国交大臣（左から4人目）に要望書を手渡す坂本克己会長（左から5人目）。橘慶一郎自由民主党衆議院議員、赤羽一嘉前国交大臣、吉野雅山副会長、田中亨副会長、浅井隆
副会長、中川才助副会長、庄子清一副会長も同席した（11月9日、国土交通省）

軽油価格高騰の難局を突破するために !!軽油価格高騰の難局を突破するために !!
斉藤鉄夫国土交通大臣へ要望書を提出斉藤鉄夫国土交通大臣へ要望書を提出

全
ト
協

燃
料
価
格
高
騰
経
営
危
機
突
破
総
決
起
大
会
開
催

燃
料
価
格
高
騰
経
営
危
機
突
破
総
決
起
大
会
開
催
へへ

坂
本
会
長
の
リ
ー
ダ

坂
本
会
長
の
リ
ー
ダ
ーー
シ
ッ
プ
で
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
が
一
体
と
な
っ
て

シ
ッ
プ
で
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
が
一
体
と
な
っ
て
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https://jta.or.jp
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毎月1日・15日発行
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～右左折編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�右左折するためであれば軌道敷内を通行することができるが、横断や
転回をするために軌道敷内を通行することはできない。（ ○・× ）

❷	�右折しようとする車が先に交差点に入っていれば、直進車や左折車よ
りも右折しようとする車の方が優先される。（ ○・× ）

❸	�交差点の右折時は徐行が義務づけられているが、左折時には徐行は義
務づけられていない。（ ○・× ）

❹	�右折しようとするときは、あらかじめできるだけ道路の中央に寄り、
交差点の中心のすぐ外側を徐行しながら通行しなければならない。   
（ ○・× ）

❺	�大型車は特に内輪差が大きく左後方が見えにくいので、左折時は左側
を通行している歩行者等を巻き込まないよう注意する。（ ○・× ）

（解答は7面）

「正しい運転・明るい輸送運動」スタート
〔第110回〕

　全日本トラック協会では、11月16日～令和４年１月10日の期
間で、第61回「正しい運転・明るい輸送運動」を実施します。こ
の運動は、交通・労働災害事故の防止、環境保全および輸送秩
序を確立することで、円滑な輸送の達成を図り、年末年始の輸
送繁忙期における安全・安心な輸送サービスを提供することを
目的に実施するものです。輸送繁忙期の年末年始は、事故の多
発が懸念されます。もう一度、事故防止の意識を高めましょ
う。

●「正しい運転・明るい輸送運動」の概要

Ａさん「今年も恒例の『正しい運転・明るい輸送運動』の実施が
発表されたね」

Ｂさん「繁忙期の年末年始の交通事故、労働災害事故防止運動
だね。それで今年はどんな内容なの」

Ａさん「実施項目は全部で15項目、安全運転の励行から、健康
管理、運行管理まで多岐にわたっているよ。僕たちドラ
イバーに直接関係しそうな主なものを挙げてみると
『飲酒運転の根絶』『追突事故及び交差点における事
故防止の徹底』『携帯・スマートフォンの使用禁止の徹
底』『高速道路における事故防止の徹底』『降積雪期に
おける輸送の安全確保の徹底』などが挙げられてい
る。なかでも『飲酒運転の根絶』と『降積雪期における
輸送の安全確保の徹底』は強く呼びかけられているん
だ」

Ｂさん「説明を聞いていると、当たり前に実行しなきゃいけない
ことばかりだね」

Ａさん「そうだね。その当たり前ができていないから、事故が起
こる。できているドライバーも含めて、しっかり意識して
事故防止に努めようということだね。ところで、Ｂさん
は、降積雪期の運転ではどんなことに注意している
の」

●冬道の安全運転は事前の準備が大切

Ｂさん「まずは、事前の準備をしっかり行っておくことかな。最
近は、予想以上の大雪で立往生したり、また雪が降って
いなくても道路が凍結している場合がある。早めに冬
用タイヤに交換することはもちろん、運行ルート上の天
候も事前に調べるよう心がけているよ」

Ａさん「なるほど。先日あるサービスエリアで、豪雪地帯を中心
に運転しているドライバーと話したんだけど、そのドラ
イバーは、Ｂさんがやっていることに加えて、ブロックと
ワイヤーの２種類のチェーンを携行して、路面によって
使い分けていると言っていたよ」

Ｂさん「雪道に慣れているドライバーでも、そこまでやるんだ
ね。何度も雪道を走行していると、雪道の危険も薄れて
『大丈夫だろう』と思いがちだけど、やっぱり過信は危
険だね」

Ａさん「そうだね。あと、冬用タイヤ交換後に、大型車の車輪脱
落事故が多発している。事前の点検整備、トルクレンチ
を使って規定のトルクで締め付けるなど、車輪脱落防
止策を忘れずにね」

Ｂさん「了解」

●墜落・転落事故にも注意

Ａさん「それと『正しい運転・明るい輸送運動』には荷役作業時
の安全確保の徹底が盛り込まれている。厚生労働省の

発表では、今年の10月末までの速報値で、僕たちの陸
上貨物輸送事業の労働災害による死亡者数は63人。う
ち交通事故が最も多くて30人、次に墜落・転落が10
人、はさまれ・巻き込まれが７人の順だったんだ。繁忙
期にかかるこれからの時期は、荷役作業にも余裕がな
くなりがちになるので無視できない問題だと思う。Ｂ
さんは、転落事故防止はどんなことをしているの」

Ｂさん「そうだな。万一のことに備えて保安帽を必ず正しく着用
しているよ。あと、あまり滑らない靴を履くようにした
り、荷台上への昇り降りは昇降設備を使う、背中を荷
台の外に向けないなど、慎重に行動するようにしてい
るよ。焦ると本当に事故になるからね」

Ａさん「荷役作業でも事故が発生すると、大きな損害が出る。
運転と同じで、一つひとつの動作を丁寧に行うことを
徹底してほしいな」
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第 61 回「正しい運転・明るい輸送運動」実施事項
⑴ 飲酒運転の根絶
⑵ 追突事故及び交差点における事故防止の徹底
⑶ 過労運転防止の徹底
⑷ 確実な点呼の実施
⑸ 携帯・スマートフォンの使用禁止の徹底
⑹ 健康診断の受診の徹底
⑺ 荷役作業時の安全確保の徹底
⑻ 高速道路における事故防止の徹底
⑼ 車両の安全性確保の徹底
⑽ 降積雪期における輸送の安全確保の徹底
⑾ 正しい積付け・固縛方法の徹底
⑿ エコドライブ及びアイドリング・ストップの徹底
⒀ 運輸安全マネジメントの徹底
⒁ 安全意識の高揚
⒂ 輸送品質・サービスの向上
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令和３年度「点呼支援機器等導入促進助成事業」を実施します！令和３年度「点呼支援機器等導入促進助成事業」を実施します！
　全日本トラック協会では、中小トラック運送事業者に
おける輸送の安全確保の根幹を成す運行管理につい
て、安全性の向上、労働環境の改善、人手不足の
解消等に資するため、自動点呼にかかる支援機器およ
びシステム等の普及促進を図ることを目的に、当該機
器の取得費用の一部を補助する「点呼支援機器等
導入促進助成事業」を実施します。
　なお、同事業に関する詳細は、全ト協ホームページ
を参照のこと。

1. 予算総額	� 50 百万円（500 台分）※予算に達した時点で締め切りとする
2. 助成対象者	 各都道府県トラック協会の会員事業者で、中小企業者を対象とする
3. 助成対象	 令和 3 年 4 月1日以降にサービス利用開始した点呼支援機器等

※�助成対象機器等は、ナブアシスト社が開発した「ロボット点呼」（ユニボ）（写
真）およびその周辺機器で、3 年 4 月1日以降に、ナブアシスト社、日本
貨物運送協同組合連合会（日貨協連）および販売取扱店等を通じて、新
たに導入（サービス利用開始）した機器とする

※�助成対象には、上記機器およびシステムの導入に係る諸経費（セットアップ
費用等）を含む

※�本助成制度以外の他の助成制度（国、自治体）を使用して導入した機器
およびシステム（周辺機器を含む）は助成の対象外とし、各都道府県トラッ
ク協会が実施する助成は対象とする

4. 助成額	� 対象となる点呼支援機器等の導入費用（契約期間中のサービス利用料を含む）
（上限 10 万円）
※�当該年度内の申請台数は、各協会 1 事業者あたり1 台分を上限とする

5. 実施期間	 3 年 11 月5日～ 4 年 2 月28日

「点呼支援機器等導入促進助成事業」Ｑ＆Ａ「点呼支援機器等導入促進助成事業」Ｑ＆Ａ
Ｑ１　�助成対象となる点呼支援機器を使用すれば、運行管理者不在でも点呼として認められる

のか。
Ａ１　現在は、認められていません。

国土交通省において点呼支援機器の実証実験が行われているところであり、同機器が
点呼における確認、指示項目の一部またはすべてを代替可能か、機器の要件について
検討されています。まずは、乗務後点呼について検証が行われており、その後、乗務前
点呼についても検証が行われる予定です。
なお、現在は、運行管理者による対面点呼直前に助成対象となる点呼支援機器（ユニ
ボ）を使用して、本人確認（ＡＩ顔認証）、免許証データ確認、体温データ計測取込、
血圧データ計測取込、アルコール検知データ計測取込等を行うことができます（免許証リ
ーダーや体温計等の周辺機器の接続が必要）。

Ｑ２　ＩＴ点呼とは違うのか。
Ａ２　「ＩＴ点呼」は、映像・音声を中継するＩＴ機器を介して運行管理者が運転者に対して遠隔

で点呼を行うことです。一方、本助成事業の対象となる「点呼支援機器」を使用して行
う点呼は、（将来的に認められれば）点呼における確認、指示項目の一部または全てを
当該機器に代替させて行うことです。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
11
月
９

日
︑
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大

臣
へ
の
要
望
書
提
出
（
１
面

に
関
連
）
に
先
立
っ
て
︑
緊

急
記
者
会
見
を
開
催
︒
12
月

２
日
に
︑﹁
燃
料
価
格
高
騰

経
営
危
機
突
破
総
決
起
大

会
﹂
を
開
催
す
る
と
発
表
し

た
︒

　

軽
油
価
格
高
騰
の
影
響
を

受
け
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
経
営
環
境
は
悪
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
︒
こ
う

し
た
苦
境
を
打
破
す
る
た

め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

等
の
総
意
と
し
て
燃
料
高
騰

対
策
に
あ
た
る
べ
く
︑
同
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

同
大
会
に
は
︑
全
ト
協
か

ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
︑
全

国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連

合
会
︑
日
本
バ
ス
協
会
も
参

加
︒
全
ト
協
を
先
頭
に
︑
陸

上
交
通
機
関
３
団
体
が
三
位

一
体
と
な
っ
て
開
催
す
る
︒

　

坂
本
会
長
は
記
者
会
見
の

中
で
︑﹁
今
大
会
は
︑
全
ト

協
を
中
心
に
︑
陸
上
交
通
機

関
３
団
体
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
る
︑
こ
れ
ま
で
に
な
い

大
規
模
な
も
の
︒
同
大
会
の

開
催
を
通
じ
て
︑
世
間
の
皆

様
に
対
し
て
燃
料
高
騰
対
策

の
重
要
性
を
強
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
ま
い
り
た
い
︒
会
員
事

業
者
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し

て
︑
燃
料
高
騰
に
苦
し
ん
で

お
ら
れ
る
全
て
の
皆
様
と
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
︑
精
一
杯

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
﹂

と
意
気
込
み
を
力
強
く
語
っ

た
︒

い
輸
送
運
動
﹂を
実
施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
お
よ
び
輸
送
秩
序
の
確
立

に
よ
り
︑
円
滑
な
輸
送
の
達

成
を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸

送
繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
︑

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
︒
全
ト
協
で
は
会

員
事
業
者
に
対
し
︑
経
営
ト

ッ
プ
︑
管
理
者
お
よ
び
従
業

員
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
事

項
（
別
掲
）
に
取
り
組
む
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

特
に
︑﹁
飲
酒
運
転
の
根

絶
﹂
で
は
︑
第
１
１
７
回
交

通
対
策
委
員
会
（
３
年
９
月

６
日
開
催
）
の
決
議
を
踏
ま

え
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か

ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
さ
せ
る

よ
う
︑
従
業
員
に
対
し
て
働

き
か
け
を
行
う
よ
う
求
め
て

い
る
︒

　

ま
た
︑﹁
降
積
雪
期
に
お

第51回鉄骨・橋梁部会（11月10日、全ト協）

第２回総務委員会（11月9日、全ト協）

「とらっくんの森」で記念撮影する参加者たち

（
11
月
15
日
〜
30
日
）

▽
11
月
18
日

・
第
72
回
広
報
委
員
会

▽
11
月
22
日

・
第
51
回
環
境
対
策
委
員
会

▽
11
月
26
日

・
令
和
３
年
度
第
２
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協
議
会

坂本全ト協会長㊧から馬渡佐賀県ト協会
長㊨へお見舞金が贈呈された（11月９日、
全ト協）

記者会見で大会開催への意欲を語る坂本会長（11月
９日、全ト協）

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」「
降
積
雪
期
の

輸
送
の
安
全
確
保
徹
底
」を
強
く
呼

び
か
け第

61
回
「
正
し
い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
」

佐
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
お
見
舞
金
贈
呈

坂
本
会
長
か
ら
馬
渡
佐
賀
県
ト
協
会
長
へ

燃
料
価
格
高
騰
経
営
危
機
突
破

　

 �
総
決
起
大
会
開
催
に
際
し
て

坂
本
会
長
が
記
者
会
見
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労
働
時
間
短
縮
が
一
番
必
要
な

の
に
︑
難
し
い
の
が
単
車
の
長
距

離
輸
送
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
遠
方

か
ら
農
産
物
を
首
都
圏
の
市
場
に

運
ぶ
事
業
者
は
﹁
３
日
目
販
売
﹂

に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
︑
改
善
基

準
ギ
リ
ギ
リ
の
運
行
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
︒
農
産
物
の
長
距
離

輸
送
で
も
︑
北
海
道
と
九
州
で
は

条
件
が
異
な
る
︒﹁
北
海
道
は
ど

こ
か
で
海
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
︑
九
州
は
陸
路
だ
け
で
輸

送
が
可
能
﹂
だ
か
ら
だ
︒
こ
こ
で

は
九
州
か
ら
首
都
圏
の
市
場
に
青

果
物
を
運
ん
で
い
る
事
業
者
の
︑

様
々
な
試
み
を
紹
介
す
る
︒

　

九
州
の
あ
る
運
送
会
社
の
基
本

的
運
行
計
画
を
み
る
と
︑
１
日
目

の
拘
束
時
間
は
12
時
間
50
分
で
︑

滋
賀
県
で
連
続
11
時
間
の
休
息
を

と
る
︒
２
日
目
は
首
都
圏
の
３
か

所
の
市
場
に
荷
物
を
下
ろ
し
︑
帰

途
の
Ｓ

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
Ａ
や
Ｐ

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
Ａ
で
連

続
11
時
間
の
休
息
を
と

り
︑
拘
束
時
間
は
12
時

間
20
分
だ
︒
３
か
所
の

市
場
で
は
休
憩
を
含
み

待
機
時
間
を
30
分
と

し
︑
荷
下
ろ
し
に
は
１

時
間
を
み
て
い
る
︒﹁
産

地
の
集
荷
場
か
ら
予
定

通
り
の
時
間
に
出
発
で

き
る
︑
輸
送
途
中
で
道
路
混
雑

が
な
い
︑
市
場
で
長
時
間
待
機

が
な
い
こ
と
﹂
を
前
提
に
し
た

改
善
基
準
ギ
リ
ギ
リ
の
運
行
計

画
で
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
中
で
︑
九
州
の

事
業
者
た
ち
は
労
働
時
間
短
縮

へ
の
様
々
な
取

り
組
み
を
し
て

い
る
︒
①
フ
ェ
リ

ー
や
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

船
の
利
用
︑
②

Ｊ
Ｒ
コ
ン
テ
ナ

の
利
用
︑
③
消

費
地
に
近
い
地

点
に
中
継
基
地

を
置
く
︑
④
地

元
県
内
に
中
継

基
地
を
置
く
︑

⑤
パ
レ
ッ
ト
利

用
︑
⑥
出
荷
後

４
日
目
販
売
︑

そ
の
他
で
あ
る
︒

　

た
だ
し
︑﹁
フ

ェ
リ
ー
は
労
働

時
間
を
短
縮
で
き
る
が
積
載
余

力
が
な
く
︑
乗
船
料
も
発
生
す

る
︒
高
速
道
路
利
用
時
間
帯
が

深
夜
割
引
制
度
の
適
用
外
に
な

る
︒
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
は
旅
客
定
員

が
12
人
で
︑
オ
ー
バ
ー
す
る
と

利
用
で
き
な
い
︒
さ
ら
に
港
へ

の
到
着
時
間
の
関
係
で
︑
２
日
目

に
３
か
所
で
の
荷
下
ろ
し
は
ム
リ
﹂

な
ど
の
問
題
が
あ
る
︒

　

Ｊ
Ｒ
コ
ン
テ
ナ
輸
送
は
︑
４
日

目
販
売
で
も
問
題
が
な
い
一
部
の

農
産
物
で
利
用
し
て
い
る
︒
だ
が

﹁
大
部
分
の
青
果
物
は
１
日
分
の

劣
化
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
﹂︒

消
費
地
の
近
く
や
産
地
の
近
く
に

中
継
基
地
を
設
け
た
実
験
で
は
︑

リ
ー
ド
タ
イ
ム
や
コ
ス
ト
と
い
う

問
題
が
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
イ
チ
ゴ

の
パ
レ
ッ
ト
輸
送
実
験
で
は
︑﹁
従

来
の
積
載
を
１
０
０
％
と
す
る
と

62
％
し
か
積
め
ず
︑
パ
レ
ッ
ト
の

レ
ン
タ
ル
料
も
必
要
に
な
る
︒
さ

ら
に
納
品
先
の
市
場
で
は
︑
荷
受

け
後
の
仕
分
け
作
業
な
ど
の
問
題

も
出
て
く
る
﹂︒

　

待
機
時
間
も
ひ
ど
い
︒
あ
る
調

査
で
は
（
延
べ
91
市
場
︑
調
査
数

１
万
８
９
７
２
回
）︑
待
機
時
間

﹁
30
分
未
満
﹂
が
91
・
９
％
だ
っ

た
︒
だ
が
特
定
の
市
場
（
調
査
数

４
５
３
回
）
で
は
︑﹁
30
分
未
満
﹂

は
53
・
９
％
だ
け
で
︑
約
３
分
の

１
が
﹁
１
時
間
以
上
﹂︑
う
ち
﹁
３

時
間
以
上
﹂が
７
・
５
％
も
あ
っ
た
︒

　

そ
の
他
の
待
機
時
間
の
長
い
市

場
も
含
め
て
︑
事
業
者
た
ち
は
原

因
分
析
を
し
て
改
善
要
請
の
働
き

か
け
を
し
て
い
る
︒

第
289
回

青果物長距離輸送の時短への挑戦

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
降
雪

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
︑
運
送
事

業
者
等
に
対
し
て
冬
用
タ
イ

ヤ
の
装
着
の
徹
底
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

近
年
︑
予
想
を
超
え
る
大

雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
で
︑

幹
線
道
路
の
通
行
止
め
や
車

の
立
ち
往
生
な
ど
が
各
所
で

発
生
し
て
い
る
︒
道
路
交
通

法
等
に
よ
り
︑
積
雪
ま
た
は

凍
結
で
滑
る
お
そ
れ
の
あ
る

道
路
を
通
行
す
る
時
は
︑
冬

用
タ
イ
ヤ
や
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
等
を

装
着
す

る
こ
と

が
義
務

付
け
ら

れ
て
お
り
︑
違
反
す
る
と
罰

則
の
対
象
と
な
る
︒

　
（
一
社
）
日
本
自
動
車
タ
イ

ヤ
協
会
で
は
︑
降
雪
地
域
で

は
冬
用
タ
イ
ヤ
の
早
期
装
着

を
︑
ま
た
非
降
雪
地
域
に
お

い
て
も
装
着
を
勧
め
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
（
写
真
、
二
次
元
コ

ー
ド
）
を
作
成
︒
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
等
に
対
し
て
︑

雪
道
で

の
事
故

や
立
ち

往
生
を

防
ぐ
た

め
︑
事
前
の
備
え
を
徹
底
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

 

６
時
間
先
ま
で
の
積
雪
の

深
さ
・
降
雪
量
が
確
認
可

能
に気

象
庁
「
今
後
の
雪
」

　

気
象
庁
は
11
月
10
日
か

ら
︑
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
の
﹁
今
後
の
雪
﹂

に
お
い
て
︑
積
雪
の
深
さ
と

降
雪
量
の
６
時
間
先
ま
で
の

予
報
を
開
始
し
た
︒

　

平
成
30
年
１
月
の
首
都
圏

や
︑
同
年
２
月
の
北
陸
地
方

で
の
大
雪
︑
ま
た
令
和
２
年

12
月
の
関
東
地
方
や
北
陸
地

方
︑
東
北
地
方
の
山
地
を
中

心
と
し
た
大
雪
等
︑
近
年
︑

集
中
的
・
記
録
的
な
降
雪
に

よ
り
︑
大
規
模
な
車
両
渋
滞

や
滞
留
を
引
き
起
こ
す
な

ど
︑
社
会
活
動
へ
の
影
響
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
︒

　

気
象
庁
で
は
︑
元
年
11
月

大
型
免
許
等
の
受
験
資

格
見
直
し
に
関
し
て
パ
ブ

コ
メ
募
集
を
実
施

12
月
４
日
ま
で

　

警
察
庁
で
は
現
在
︑﹁
道

路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
案
﹂
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募

集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

令
和
２
年
６
月
に
成
立
し

た
﹁
道
路
交
通
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
﹂
で
は
︑
18

歳
で
普
通
自
動
車
免
許
を
取

得
し
︑
大
型
免
許
・
中
型
免

許
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る

﹁
特
例
教
習
﹂
を
修
了
す
れ

ば
︑
19
歳
で
大
型
免
許
・
中

型
免
許
の
取
得
が
可
能
と
な

る
︒
改
正
道
交
法
の
成
立
を

受
け
︑
警
察
庁
で
は
関
係
す

る
政
令
を
整
備
︒
４
年
５
月

13
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
改

正
道
交
法
の
施
行
に
合
わ

せ
︑
19
歳
で
大
型
免
許
・
中

型
免
許
の
受
験
資
格
が
得
ら

か
ら
気
象

庁
Ｈ
Ｐ
で
︑

積
雪
の
深

さ
と
降
雪

量
の
24
時
間
前
か
ら
現
在
ま

で
の
状
況
に
つ
い
て
︑
面
的

な
分
布
情
報
の
提
供
を
行
う

﹁
現
在
の
雪
﹂（
二
次
元
コ
ー

ド
㊨
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
）
の

運
用
を
行
っ
て
い
る
︒﹁
今
後

の
雪
﹂
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

は
︑
６
時
間
先
ま
で
の
予
報

を
開
始
︒
積
雪
の
深
さ
・
降

雪
量
を
約
５
㌔
㍍
四
方
ご
と

に
予
測
し
︑
提
供
す
る
こ
と

で
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
が
走
行
ル
ー
ト
を
検
討

れ
る
﹁
特
例
教
習
﹂
制
度
が

同
日
よ
り
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
︒
な
お
︑
特

例
講
習
は
36
時
限
で
実
施
さ

れ
る
予
定
だ
が
︑
特
例
講
習

の
内
容
に
つ
い
て
は
別
途
国

家
公
安
委
員
会
規
則
に
て
定

め
ら
れ
る
予
定
︒

　

意
見
提
出
期
間
は
︑
12
月

４
日
㈯
ま
で
︒
意
見
提
出
に

関
す
る
詳
細
は
︑
電
子
政
府

の
総
合
窓
口
﹁e-Gov

﹂
を

参
照
の
こ
と
︒

す
る
際
に
参
考
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
情
報
提
供

　

な
お
︑

今
回
６
時

間
先
ま
で
の

予
報
を
開

始
し
た
こ
と
に
併
せ
て
︑
国

土
交
通
省
が
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ

ｒ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
情
報
発
信

を
行
い
︑
固
定
ツ
イ
ー
ト
か

ら
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
（
ア
カ

ウ
ン
ト
の
二

次
元
コ
ー
ド

㊨
㊧
）︒

 

高
速
道
路
利
用
調
査
Ｗ
Ｅ

Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
（
第
２
弾
）

を
実
施

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

３
社
は
︑﹁
高
速
道
路
利
用

調
査
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂

（
第
２
弾
）
を
12
月
５
日
㈰

ま
で
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
ア
ン
ケ
ー
ト
は
︑
国
土

交
通
省
が
実
施
す
る
全
国
道

路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
︒

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
︑
10

月
24
日
ま
で
実
施
し
て
い
た

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

 

国
交
大
臣
賞
な
ど
入
賞
者

が
決
定

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

　
﹁
２
０
２
１
年
度
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂︹
主

催
:
（
公
財
）
交
通
エ
コ
ロ

ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
︑

後
援
:
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及

連
絡
会
他
︺
の
受
賞
者
が
11

月
５
日
に
発
表
さ
れ
た
︒

　

事
業
部
門（
緑
ナ
ン
バ
ー
）

最
高
賞
の
国
土
交
通
大
臣
賞

に
は
︑
国
際
自
動
車
㈱
Ｔ
１

追
加
と
し
て
行
う
︒

　

同
ア
ン
ケ
ー
ト
は
︑
10
月

１
日
㈮
~
11
月
30
日
㈫
の
間

に
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
が
管

理
す
る
高
速
道
路
を
利
用
し

た
人
を
対
象
に
実
施
︒
ア
ン

ケ
ー
ト
サ
イ
ト
は
︑
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
で
は
︑

今
回
の
調
査
結
果
は
︑
将
来

の
道
路
交
通
計
画
を
策
定
す

る
上
で
の
重
要
な
資
料
と
な

る
た
め
︑
前
回
調
査
に
協
力

し
た
人
も
含
め
︑
引
き
続
き

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け

て
い
る
（
二

次
元
コ
ー

ド
）︒

（
東
京
都
）
が
選
ば
れ
た
︒

　

国
交
大
臣
賞
以
外
の
事
業

部
門
上
位
入
賞
者
は
︑
次
の

通
り
︒

　

優
秀
賞
=
Ｓ
Ｂ
Ｓ
三
愛
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱
南
東
北
支

店
東
北
営
業
所（
宮
城
県
）︑

磐
城
通
運
㈱
（
福
島
県
）︑

上
越
運
送
㈱
（
新
潟
県
）︑

新
潟
陸
運
㈱
（
同
）︑
南
信

州
広
域
タ
ク
シ
ー
㈲
（
長
野

県
）

　

な
お
︑
上
位
入
賞
者
等
の

表
彰
は
︑
11
月
26
日
㈮
に
内

幸
町
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代

田
区
）
で
開
催
さ
れ
る
﹁
２

０
２
１
年
度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
の
中
で
行
わ

れ
る
︒

 

「
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
」で
令
和
４

年
２
月
19
日
~
３
月
20
日

に
実
施

第
２
回
運
行
管
理
者
試
験

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
は
11
月
８
日
︑

令
和
３
年
度
第
２
回
運
行
管

理
者
試
験
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
発
表
し
た
︒

　

試
験
は
︑
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
用
い
て
実
施
す
る
﹁
Ｃ
Ｂ

Ｔ
試
験
﹂
で
行
わ
れ
︑
令
和

４
年
２
月
19
日
㈯
~
３
月
20

日
㈰
に
全
国
47
都
道
府
県
に

あ
る
試
験
会
場
で
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
︒
試
験
会
場

と
日
時
は
︑
指
定
さ
れ
た
範

囲
内
で
選
択
す
る
こ
と
が
可

能
︒
ま
た
︑
空
き
が
あ
れ
ば

試
験
会
場
と
日
時
を
変
更
す

る
こ
と
も
で
き
る
︒

　

申
請
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
請
の
み
受
け
付
け
る
︒
申

請
期
間
は
︑
３
年
12
月
13
日

㈪
~
４
年
１
月
19
日
㈬
︒

　

詳
細
は
︑
同
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
︒

原
油
価
格
高
騰
を

受
け
下
請
事
業
者
へ

の
配
慮
を
要
請

価
格
交
渉
等
に
対
し
て

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
は
11
月
２
日
︑
関
係
事
業

者
団
体
に
対
し
て
︑
国
土
交

通
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
の

連
名
で
︑
原
材
料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
増
の
影
響
を
受

け
る
下
請
事
業
者
に
対
し
て

配
慮
を
行
う
よ
う
︑
要
請
を

行
っ
た
︒

　

現
在
︑
原
油
価
格
が
お
よ

そ
７
年
ぶ
り
の
水
準
ま
で
値

上
が
り
し
て
お
り
︑
最
近
の

円
安
の
進
展
も
相
ま
っ
て
︑

原
油
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
原
材
料
価

格
の
上
昇
に
よ
り
︑
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
収
益

が
強
く
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
︒

　

両
省
で
は
︑
関
係
事
業
者

団
体
に
対
し
︑
下
請
事
業
者

か
ら
価
格
交
渉
の
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
に
は
積
極
的
に

応
じ
︑
取
引
対
価
は
原
材
料

価
格
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
上
昇
分
を
考
慮
し
た
上

で
︑
十
分
に
協
議
し
決
定
す

る
な
ど
︑
方
法
と
単
価
の
両

面
に
お
い
て
適
切
な
価
格
決

定
が
な
さ
れ
る
よ
う
要
請
を

行
っ
た
︒

　

な
お
︑
両
省
で
は
︑
一
方

的
な
価
格
設
定
な
ど
の
買
い

た
た
き
や
減
額
な
ど
︑
下
請

代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
に

よ
る
違
法
行
為
が
認
め
ら
れ

た
場
合
に
は
︑
公
正
取
引
委

員
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
︑

厳
正
に
対
処
し
て
い
く
と
し

て
い
る
︒

原
油
価
格
上
昇
に
伴
い
資

金
繰
り
支
援
策
を
実
施

関
連
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
を
対
象
に

　

中
小
企
業
庁
は
11
月
２

日
︑
原
油
高
の
影
響
を
受
け

た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
資
金
繰
り
支
援

策
を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

今
回
実
施
す
る
主
な
対
策

は
︑
次
の
通
り
︒

①
特
別
相
談
窓
口
の
設
置

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
︑
沖

縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
︑
商

工
組
合
中
央
金
庫
︑
信
用
保

証
協
会
︑
商
工
会
議
所
な
ど

の
ほ
か
︑
各
地
方
経
済
産
業

局
に
﹁
原
油
価
格
上
昇
に
関

す
る
特
別
相
談
窓
口
﹂
を
設

置
︒
原
油
価
格
上
昇
の
影
響

に
よ
り
︑
資
金
繰
り
に
困
難

を
来
し
て
い
る
中
小
企
業
者

に
対
す
る
資
金
繰
り
や
経
営

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

る
︒

②
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の

運
用
緩
和

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
等
が

実
施
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
貸
付
の
要
件
を
緩
和
し
︑

支
援
対
象
を
原
油
高
等
に
よ

り
今
後
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
事
業
者
に
ま
で
拡
大
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
中
企

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

経 産 省 冬用タイ
ヤ

冬用タイ
ヤ

法令違反

装着が大
切です！

冬道を
走るなら早

めの

積雪・凍結道路ですべり止めの措置をとらない運転は

一般社団法人日本自動車タイヤ協会

都道府県道路交通法施行細則または道路交通規則にて積雪または凍結した路面での冬用タイヤの装着等いわゆる防滑措置の義務が規定されています。（沖縄県を除く）
違反行為は、反則金の適用となります。（大型：7千円、普通：6千円、自動二輪：6千円、原付車：5千円）

となります。

※タイヤチェーン未装着車の通行を禁止する規制時は、冬用タイヤであっても、タイヤチェーンの装着が必要です。

2021年9月発行

降雪地域向け非降雪地域向け

令和３年度「『ホワイト物流』推進運動セミナー」
10 月よりオンラインセミナーにて開催（全 6 回）

　国土交通省では、「ホワイト物流」推進運動のさらなる推進の
ため、10 月から来年３月にかけて「『ホワイト物流』推進運動セ
ミナー」を開催します。
　同セミナーでは、同運動に取り組んでいる事業者が、各種取組
事例について紹介します。

■開催日程・セミナープログラム
・第３回：12月8日㈬　13:00～ 15:55
・「ホワイト物流」推進運動の紹介（動画）
・最近の物流政策について（仮）�（講師：国土交通省自動車局貨物課）
・�物流効率化への取組み～荷主だからできること、取り組んで欲し
いこと～（講師：㈱富士通総研）

・段ボール輸送における物流改善について（講師：レンゴー㈱）
・当組合が取組んだ「物流改革」について

（講師：つばさトラック事業協同組合）
※�下線の内容は、全講演共通。
　なお、第４回以降については順次本紙にて内容をお知らせします。

■参加申し込み
　セミナーは事前申込制で参加無料です。申し込
みは、「『ホワイト物流』推進運動セミナー参加申
し込みフォーム」（二次元コード）からオンライ
ンで行うことができます。

国交省

降
雪
地
域
で
は
冬
用
タ
イ
ヤ
の　

　
　
　
　
　
　
　
早
め
の
装
着
を

降
雪
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
呼
び
か
け
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日
新
自
動
車
運
送
㈱
（
溝

口
昭
夫
代
表
取
締
役
）
は
︑

昭
和
28
年
11
月
に
設
立
以

来
︑
一
貫
し
て
鋼
管
輸
送
を

手
が
け
て
き
た
運
送
会
社
で

あ
る
︒

　

溝
口
社
長
は
同
社
の
２
代

目
社
長
で
あ
り
︑
同
社
を
創

業
し
た
の
は
溝
口
社
長
の
父

親
で
あ
る
︒
同
社
は
︑
先
代

社
長
の
頃
か
ら
事
故
は
少
な

か
っ
た
と
い
う
︒

　

溝
口
社
長
の
安
全
の
原
点

は
︑
息
子
と
の
あ
る
出
来
事

だ
っ
た
︒
溝
口
社
長
が
同
社

に
入
社
し
た
て
の
頃
︑
小
学

校
へ
入
っ
た
息
子
が
自
転
車

を
ね
だ
っ
て
い
た
と
い
う
︒

し
か
し
︑
溝
口
社
長
は
﹁
自

宅
の
周
り
は
幹
線
道
路
で
交

通
量
が
激
し
く
︑
交
通
事
故

に
あ
う
事
を
大
変
心
配
し

た
﹂︒
そ
の
た
め
︑
息
子
に

自
転
車
を
買
い
与
え
る
か
ど

う
か
大
変
悩
ん
だ
と
い
う
︒

　

あ
る
日
︑
溝
口
社
長
は
従

妹
か
ら
︑﹁
あ
ん
た
の
子
︑

み
ん
な
の
自
転
車
の
後
を
つ

い
て
走
っ
て
た
で
﹂
と
聞
か

さ
れ
た
︒
溝
口
社
長
は
そ
れ

を
聞
き
︑
息
子
を
大
変
不
憫

に
思
い
︑
自
転
車
を
買
い
与

え
よ
う
と
決
心
し
た
︒
し
か

し
︑
時
を
同
じ
く
し
て
義
理

の
親
か
ら
自
転
車
が
送
ら
れ

て
き
た
の
で
あ
る
︒
溝
口
社

長
は
︑
親
と
し
て
決
心
で
き

な
か
っ
た
自
分
を
情
け
な
く

思
っ
た
と
い
う
︒
息
子
を
社

会
か
ら
分
離
し
︑
純
粋
に
培

養
す
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き

な
い
︑
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
そ
れ
に
乗
れ
る
社
会
に

す
れ
ば
い
い
の
だ
︒そ
れ
が
︑

自
分
の
息
子
を
守
る
こ
と
に

な
る
の
だ
と
思
っ
た
と
い
う
︒

　

平
成
7
年
︑
44
歳
の
時
に

社
長
に
就
任
し
て
か
ら
も
︑

こ
の
思
い
は
今
も
変
わ
ら
な

い
と
い
う
︒﹁
自
社
だ
け
は
︑

絶
対
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
﹂︒
溝
口
社

長
は
︑
こ
の
思
い
で
日
々
事

　

溝
口
社
長
は
全
て
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
︑﹁
日
々
頑
張
っ
て

稼
ぐ
こ
と
の
重
要
性
﹂
と
と

も
に
︑﹁
決
し
て
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
︑
気
を
付
け

て
乗
務
す
る
よ
う
に
﹂
と
毎

日
呼
び
か
け
を
続
け
て
い
た
︒

　

そ
こ
で
溝
口
社
長
が
取
り

組
ん
だ
の
が
︑﹁
事
故
防
止
へ

の
取
り
組
み
が
︑
自
社
に
と

っ
て
経
営
面
で
ど
の
よ
う
な

効
果
を
も
た
ら
す
の
か
﹂を
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
数
字

で
明
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
︒

　

同
社
で
は
３
か
月
に
１
回

（
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12

月
）︑
全
従
業
員
を
集
め
て
の

﹁
全
体
研
修
会
﹂
を
実
施
し

て
い
る
︒
全
体
研
修
会
で
は

﹁
安
全
運
転
講
習
会
﹂
を
行

る
こ
と
を
全
て
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
理
解
し
た
こ
と
で
︑
よ

り
積
極
的
に
安
全
に
取
り
組

む
こ
と
の
で
き
る
体
制
が
で

き
た
と
い
う
︒

　

現
在
で
は
︑
全
体
研
修
会

の
中
で
の
業
績
発
表
の
ほ
か
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

生
み
出
し
た
付
加
価
値
を
示

し
た
表
を
社
内
に
掲
出
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
へ
の

意
欲
向
上
に
繋
げ
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
先
代
社
長
の

時
代
か
ら
コ
ス
ト
に
対
す
る

意
識
が
強
く
︑
い
か
に
コ
ス

ト
を
抑
え
︑
自
社
の
付
加
価

値
を
高
め
て
い
く
か
を
日
々

考
え
︑実
践
し
て
き
ま
し
た
︒

事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
を

付
加
価
値
と
い
う
数
字
に
落

と
し
込
ん
で
明
確
化
し
︑
事

故
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
で
︑
自
社
の

持
つ
付
加
価
値
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
示
す
た

め
に
︑
当
社
で
は
﹃
に
っ
し

ん
企
業
方
程
式
﹄
を
用
い
︑

﹃
安
全
と
経
営
の
融
合
﹄
を

従
業
員
た
ち
に
強
く
訴
え
て

き
ま
し
た
︒ド
ラ
イ
バ
ー
に
︑

付
加
価
値
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
生
活
を

支
え
る
給
与
が
賄
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
﹃
安
全
へ
の
取
り
組

み
強
化
が
︑
最
終
的
に
自
分

た
ち
の
利
益
に
も
繋
が
る
﹄

と
理
解
し
て
く
れ
た
こ
と
で
︑

事
故
防
止
に
対
し
︑
主
体
的

に
行
動
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
﹂（
溝
口
社
長
）

ん
の
こ
と
︑
そ
れ
ら
を
い
か

に
活
用
し
て
効
果
を
上
げ
て

い
く
か
も
カ
ギ
と
な
っ
て
く

る
︒

　

同
社
で
は
︑
か
つ
て
ア
ナ

ロ
グ
タ
コ
グ
ラ
フ
を
導
入
し

て
い
た
時
期
に
︑﹁
美
し
い
タ

コ
グ
ラ
フ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を

開
催
し
て
い
た
︒
こ
れ
は
︑

安
全
性
高
い
等
速
運
転
が
で

き
て
い
る
か
ど
う
か
を
競
い

合
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
各
ド

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
で
は
ア

ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
︒

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
多

く
は
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
の
運
行
の
な
い
早
朝
に

マ
イ
カ
ー
や
バ
イ
ク
な
ど
で

営
業
所
に
出
勤
す
る
︒
そ
の

際
に
早
朝
点
呼
者
に
よ
る
対

面
点
呼
お
よ
び
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
お
り
︑

万
一
ご
く
微
量
の
ア
ル
コ
ー

ル
反
応
が
出
た
場
合
で
も

﹁
乗
務
不
可
﹂
と
定
め
て
お

り
︑
厳
格
な
対
応
を
行
う
こ

と
で
飲
酒
運
転
根
絶
に
繋
げ

て
い
る
︒

　

同
社
の
運
行
管
理
の
責
任

者
に
聞
く
と
︑
点
呼
な
ど
の

機
会
を
通
じ
て
︑
日
頃
か
ら

ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
身
の
状

態
を
見
極
め
る
上
で
︑
毎
日

の
対
面
点
呼
を
有
効
に
活
用

し
て
い
ま
す
︒
疲
れ
が
抜
け

て
い
な
い
よ
う
な
時
や
何
か

不
安
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な

時
は
︑
運
転
に
集
中
で
き
ず

に
︑
事
故
を
引
き
起
こ
し
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
︒
点
呼
な
ど
の
際
に
︑
普

ラ
イ
バ
ー
が
同
社
の
本
社
営

業
所
を
出
発
し
︑
高
速
道
路

を
1
区
間
走
行
し
た
後
︑
一

般
道
を
通
っ
て
本
社
営
業
所

に
帰
庫
す
る
ま
で
の
デ
ー
タ

を
記
録
︒
急
加
速
や
急
減
速

の
な
い
︑
安
全
性
の
高
い
等

速
走
行
が
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
の
競
争
で
あ
る
︒

　

同
社
は
17
年
に
ア
ナ
タ
コ

か
ら
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ

に
替
え
て
︑
20
年
か
ら
そ
れ

　

多
彩
な
取
り
組
み
を
通

じ
︑
事
故
撲
滅
に
向
け
て
果

敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
同
社
︒

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
︑
同
社
で
は
28
年
に
Ｇ

マ
ー
ク
近
畿
運
輸
局
長
表
彰

を
受
賞
す
る
な
ど
︑
こ
れ
ま

で
に
数
多
く
表
彰
を
受
け
て

き
た
︒

　

溝
口
社
長
に
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
い
た
だ
く
と
︑﹁
安
全
と

経
営
の
融
合
に
よ
る
経
営
状

況
の
可
視
化
﹂
と
﹁
デ
ジ
タ

コ
導
入
に
伴
う
認
定
制
度
の

導
入
﹂
に
よ
り
︑
そ
れ
以
前

に
比
べ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安

を
活
用
し
た
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー

認
定
制
度
﹂
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
︒

　

同
社
で
独
自
の
基
準
を
設

け
︑
デ
ジ
タ
コ
の
点
数
が
３

か
月
間
90
点
以
上
を
獲
得
し

続
け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
を
﹁
エ

コ
ド
ラ
イ
バ
ー
﹂
に
︑
95
点

以
上
を
獲
得
し
続
け
た
ド
ラ

イ
バ
ー
を
﹁
１
級
ド
ラ
イ
バ

ー
﹂に
認
定
し
て
い
る
︒ま
た
︑

ド
ラ
レ
コ
の
点
数
を
も
と
に
︑

年
間
を
通
じ
て
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
﹁
最
優
秀
ド
ラ
イ
バ
ー

賞
﹂︑﹁
優
秀
ド
ラ
イ
バ
ー
賞
﹂︑

﹁
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
賞
﹂
と

し
て
表
彰
を
行
う
と
と
も

に
︑
賞
与
に
も
同
評
価
を
反

映
さ
せ
て
い
る
と
い
う
︒

　

認
定
制
度
開
始
時
点
で

は
︑
認
定
ド
ラ
イ
バ
ー
は
全

体
の
半
数
程
度
に
留
ま
っ
た

と
い
う
︒
し
か
し
︑
日
々
の

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
点

数
を
﹁
運
転
ラ
ン
キ
ン
グ
﹂

と
し
て
表
に
ま
と
め
︑
営
業

全
意
識
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ

て
い
る
と
い
う
︒
一
方
で
︑

事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
は

ま
だ
完
全
で
は
な
く
︑
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
︒

　
﹁
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み

に
は
終
わ
り
が
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
︒
今
後
も
ド
ラ
イ

バ
ー
に
取
り
組
み
の
重
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
い
な
が

ら
︑
向
上
心
を
も
っ
て
当
た

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
︒
当
社

で
は
︑
３
か
月
に
１
回
開
催

の
全
体
研
修
会
の
他
に
︑
毎

年
６
月
に
外
部
講
師
を
招
い

段
の
様
子
と
は
少
し
違
う
よ

う
な
場
合
に
は
︑
そ
の
都
度

す
ぐ
に
ド
ラ
イ
バ
ー
と
話
を

し
て
︑
安
全
に
乗
務
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
確
認

し
て
い
ま
す
︒
運
行
管
理
の

面
で
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
体
調
を
考
慮
し
︑

過
労
運
転
防
止
を
意
識
し
な

が
ら
行
路
を
考
え
︑
負
担
感

の
な
い
形
で
安
全
に
乗
務
を

遂
行
し
て
も
ら
う
よ
う
配
慮

し
て
い
ま
す
﹂（
山
口
正
吉

営
業
部
運
行
管
理
課
課
長
）

所
内
に
掲
出
す
る
よ
う
に
し

て
か
ら
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
同

士
が
結
果
を
競
い
合
う
よ
う

に
な
り
︑
全
体
的
な
成
績
の

底
上
げ
に
繋
が
っ
た
︒

　

現
在
で
は
︑
全
て
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
バ

ー
﹂︑﹁
１
級
ド
ラ
イ
バ
ー
﹂

の
い
ず
れ
か
に
認
定
さ
れ
て

い
る
︒

　
﹁
自
分
た
ち
の
運
転
が
数

字
と
し
て
目
に
見
え
る
形
で

示
さ
れ
︑
明
確
な
基
準
で
客

観
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
︒
ハ
ー
ド
面
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

大
事
で
す
が
︑
導
入
し
た
様

々
な
装
置
や
シ
ス
テ
ム
を
う

ま
く
活
用
し
︑
さ
ら
な
る
安

全
性
向
上
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
こ
そ
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
﹂（
若
林
秀
和
専
務

取
締
役
本
社
営
業
所
長
）

　

併
せ
て
︑
同
社
で
は
ド
ラ

レ
コ
や
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
な
ど

の
装
備
も
全
車
両
完
備
し
て

い
る
︒

て
の
安
全
研
修
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
︑
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
考
慮
し
︑
開
催
を

取
り
や
め
ま
し
た
︒
そ
の
代

わ
り
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の

１
対
１
の
個
人
面
談
を
実
施

し
︑
安
全
対
策
の
重
要
性
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
ま
し

た
︒
個
人
面
談
を
通
じ
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
へ
の

理
解
が
一
層
深
ま
っ
た
こ
と

で
︑
よ
り
実
効
性
の
高
い
安

全
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒
今

後
も
︑﹃
決
し
て
悲
惨
な
交

通
事
故
を
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
﹄
と
の
強
い
決
意
を
胸

に
︑
手
を
抜
か
ず
に
事
故
撲

滅
へ
の
取
り
組
み
を
徹
底
し

て
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
﹂（
溝
口
社
長
）

（
取
材
協
力
）
日
新
自
動
車

運
送
㈱　

溝
口
昭
夫
代
表
取

締
役
、
若
林
秀
和
専
務
取
締

役
本
社
営
業
所
長
、
山
口
正

吉
営
業
部
運
行
管
理
課
課
長

故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
い
う
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に﹁
事

故
防
止
の
重
要
性
﹂
を
強
く

認
識
し
て
も
ら
い
︑
安
全
運

転
を
継
続
さ
せ
て
い
く
か
が
︑

同
社
に
と
っ
て
大
き
な
課
題

と
な
っ
た
︒

う
ほ
か
︑
自
社
の
業
績
に
つ

い
て
溝
口
社
長
が
発
表
し
︑

同
社
の
経
営
状
況
を
従
業
員

全
員
が
共
有
す
る
場
を
設
け

て
い
る
︒
こ
こ
で
溝
口
社
長

は
︑
事
故
防
止
へ
の
取
り
組

み
が
同
社
の
経
営
面
で
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を

示
す
た
め
に
︑
毎
回
同
社
の

収
益
構
造
を
示
す
よ
う
に
し

た
︒

　

運
送
事
業
者
が
日
々
事
業

を
展
開
し
て
い
く
中
で
︑
タ

イ
ヤ
費
や
修
理
費
︑
燃
料
費

な
ど
と
い
っ
た
コ
ス
ト
が
発

生
す
る
︒
こ
う
し
た
コ
ス
ト

は
毎
月
定
額
で
発
生
す
る
も

の
で
は
な
く
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
日
々
の
運
転
の
仕
方
に
応

じ
て
増
減
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
（
変
動
費
）︒

　

例
え
ば
︑
急
加
速
や
急
減

速
を
繰
り
返
す
よ
う
な
走
行

を
続
け
て
い
る
と
︑
燃
料
を

浪
費
す
る
こ
と
か
ら
︑
燃
料

費
が
高
く
つ
い
て
し
ま
う
︒

そ
の
一
方
で
︑
等
速
運
転
を

継
続
す
る
こ
と
で
︑
燃
料
費

や
タ
イ
ヤ
費
な
ど
と
い
っ
た

コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
︒
ま
た
︑
前
を
走
る
車

と
の
間
に
十
分
な
車
間
距
離

を
取
り
︑
速
度
を
抑
制
し
︑

余
裕
を
も
っ
て
運
転
操
作
を

行
う
こ
と
で
︑
追
突
な
ど
の

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
︑
結
果
と
し
て
修

理
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
︒
つ
ま
り
︑
安
全
性
の
高

い
走
行
の
継
続
に
よ
っ
て
コ

ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
︑
会
社
の
利
益
が
増

加
す
る
と
と
も
に
︑
そ
れ
を

ド
ラ
イ
バ
ー
の
給
与
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
安
全
性
の
高

い
走
行
を
行
う
こ
と
で
︑
同

社
の
経
営
に
ど
れ
だ
け
の
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
を

従
業
員
に
示
す
た
め
に
︑
独

自
の
﹁
に
っ
し
ん
企
業
方
程

式
﹂（
図
）
を
考
案
︒
ゆ
と

り
あ
る
安
全
運
転
に
徹
す
る

こ
と
で
変
動
費
の
発
生
を
抑

制
し
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
付
加

価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
数
字
で
示
す
よ
う

に
し
た
︒
燃
料
費
な
ど
と
い

っ
た
コ
ス
ト
の
抑
制
が
付
加

価
値
の
向
上
に
繋
が
り
︑
付

加
価
値
の
中
か
ら
ド
ラ
イ
バ

ー
の
人
件
費
が
賄
わ
れ
て
い

　

事
故
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
を
継
続
的
に
高
め
て
い

く
た
め
に
は
︑
ハ
ー
ド
面
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒
今
回
は
︑﹁
安
全
対
策
は

自
社
の
経
営
に
直
結
す
る
﹂
と
の
考
え
か
ら
︑
経
営

状
況
の
﹁
見
え
る
化
﹂
を
通
じ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事

故
防
止
へ
の
意
欲
を
高
め
て
い
る
︑
兵
庫
県
尼
崎
市

の
日
新
自
動
車
運
送
株
式
会
社
を
紹
介
し
ま
す
︒

企業プロフィール
■ 社　　　名	 日新自動車運送㈱
■ 本社所在地	 兵庫県尼崎市東塚口町2-4-65
■ 代　表　者	 代表取締役　溝口　昭夫  
■ 設　　　立　	昭和28年11月
■ 資　本　金	 1,600万円
■ 社　員　数	 28人（うちドライバー22人）
■ 車　両　数	 24台

営
業
所
内
に
は
、「
１
級
ド
ラ
イ
バ
ー
」
認
定
者
の
名
前
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
（
写
真
㊤
）。
ま
た
、「
最
優
秀
ド
ラ
イ

バ
ー
」
等
の
歴
代
受
賞
者
名
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
写
真
㊦
）

図 「にっしん企業方程式」を活用した付加価値とドライバー1 人あたりの生産性の算出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
例：ある運送事業者における、今期と前期における付加価値とドライバー1 人あたりの生産

性の比較（※数値は一例であり、同社における実際の数値とは異なる） 
 
①①今今期期とと前前期期のの収収益益構構造造をを把把握握すするる（（１１kkmm ああたたりりのの運運賃賃収収入入・・変変動動費費をを算算出出））  
▽この運送事業者では、前期に比べて今期はドライバー数が減少した。また、様々なコスト

抑制策を実施し、変動費の抑制に成功した。  

 
 
②②「「ににっっししんん企企業業方方程程式式」」にに数数値値をを当当ててははめめ、、付付加加価価値値をを計計算算すするる  
【前期】（170.4 円－57.8 円）×1,350,000km＝152,010,000 円（152,010 千円） 
【今期】（178.6 円－52.5 円）×1,400,000km＝176,540,000 円（176,540 千円） 
          ↓ 
前期に比べ、今期は 24,530,000 円（24,530 千円）分付加価値が向上した。 
 
③③ドドラライイババーー１１人人ああたたりりのの生生産産性性をを算算出出すするる  
 ※付加価値（千円）÷ドライバー数（人）＝ドライバー１人あたりの生産性 
【前期】152,010（千円）÷220（人）＝691.0 
【今期】176,540（千円）÷200（人）＝882.7（前期比 127.7%） 
          ↓ 
前期に比べ、今期はドライバー1 人あたりの生産性が 27.7％向上した。 

!"#$%数'人) *++ **+
走行./0123 456++5+++ 412789'円) 45;<+5+++ 412789'円)
運賃収入'千円) *<+5+++ 4BCDE *;+5+++ 4B+D6

F#G費'千円) ;5<++ *D< 65+++ ;D+
修理費'千円) 4B5+++ 4*D4 4K5+++ 46D4
燃料費'千円) ;;5+++ *;DE ;<5+++ *<DK
高速費'千円) *+5+++ 46D; *+5+++ 46DC
変動費合計'千円) B;5<++ <*D< BC5+++ <BDC

付加価値

今期 前期

[\]^_`a千円 [_b^a[a千円

「にっしん企業⽅程式」 
 
 
 
 

（1km あたりの運賃収⼊（円）−1km あたり変動費（円））×総⾛⾏距離（km） 
＝付加価値（円） 

同社では4トン平ボディ車からトレーラまで様々な車両を保有。設立以来一貫して鋼管輸
送を手がけている

デ
ジ
タ
コ
導
入
を
機
に
認
定
制
度
を
開
始

ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
が
競
い
合
い
安
全
性
強
化
を
実
現

「
子
ど
も
た
ち
に
事
故
の
不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
」

交
通
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
強
化
を
誓
う

安
全
性
高
い
運
転
操
作
の
励
行
で
コ
ス
ト
を
抑
制

「
安
全
と
経
営
の
融
合
」
を
強
く
訴
え
る

「
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
に
終
わ
り
は
な
い
」

強
い
決
意
を
胸
に
対
策
に
磨
き
を
か
け
て
い
く

「
飲
酒
運
転
根
絶
」
に
は
厳
格
な
対
応
が
必
要

ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
日
頃
か
ら
の
対
話
を
大
切
に

若林　秀和
専務取締役本社営業所長

山口　正吉
営業部運行管理課課長

溝口　昭夫
代表取締役

全
従
業
員
を
集
め
て
実
施
し
て

い
る
「
全
体
研
修
会
」（
写
真

㊤
）。飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
て

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
も
力

を
注
ぐ
（
写
真
㊦
）

運賃率
実車率
積載率
　を高めることで向上

燃料費
タイヤ費
修理費
高速費　　を削減する

（1km あたりの運賃収入（円）  －   1km あたり変動費（円）） ×     総走行距離（km）
＝付加価値（円）

稼働率 UP のために
・事故を未然に防ぐ
・体調管理を徹底する

今　期 前　期
ドライバー数（人） 200 220
走行キロ（km） 1,400,000 1kmあたり（円） 1,350,000 1kmあたり（円）
運賃収入（千円） 250,000 178.6 230,000 170.4
タイヤ費（千円） 3,500 2.5 4,000 3.0
修理費（千円） 17,000 12.1 19,000 14.1
燃料費（千円） 33,000 23.6 35,000 25.9
高速費（千円） 20,000 14.3 20,000 14.8
変動費合計（千円） 73,500 52.5 78,000 57.8
付加価値（千円） 176,540 126.1 152,010 112.6

安全意識を飛躍的に高めた「経営状況の可視化」と「認定制度の導入」安全意識を飛躍的に高めた「経営状況の可視化」と「認定制度の導入」
「安全対策は自社の経営に直結」　独自の方程式により付加価値を数値化「安全対策は自社の経営に直結」　独自の方程式により付加価値を数値化

日
新
自
動
車
運
送
株
式
会
社
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

第
25
回
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荷
役
作
業
省
力
化
に
よ
る
作
業
効
率
向
上
を
実
現

荷
役
作
業
省
力
化
に
よ
る
作
業
効
率
向
上
を
実
現

さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
「
パ
レ
ッ
ト
の
適
正
管
理
」

さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
「
パ
レ
ッ
ト
の
適
正
管
理
」

　

物
流
現
場
で
は
︑
今
で
も

手
積
み
・
手
卸
し
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な

い
︒
手
積
み
・
手
卸
し
は
︑

荷
物
の
個
数
に
よ
っ
て
は
作

業
に
膨
大
な
時
間
が
か
か
る

こ
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
体
力

的
・
精
神
的
負
担
が
増
え
る

こ
と
︑
さ
ら
に
近
年
は
ド
ラ

イ
バ
ー
の
高
齢
化
に
伴
っ
て

肉
体
的
な
負
担
が
一
層
増
す

こ
と
も
あ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
長
時
間
労
働
に
繋
が
る
と

い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
︒
ま
た
︑
急
激
な
輸
送
需

要
の
増
加
に
︑
迅
速
に
対
応

で
き
な
い
と
い
っ
た
問
題
も

あ
る
︒

　

荷
物
の
輸
送
や
保
管
の
効

率
化
の
観
点
か
ら
︑
様
々
な

荷
姿
の
荷
物
を
あ
る
単
位
に

ま
と
め
た
状
態
で
︑
物
流
機

器
を
利
用
し
て
荷
扱
い
を
行

う
﹁
ユ
ニ
ッ
ト
ロ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
﹂
の
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
い
る
︒
ユ
ニ
ッ
ト
ロ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で

作
業
効
率
が
向
上
す
る
と
と

も
に
︑
荷
役
の
機
械
化
・
合

理
化
が
図
ら
れ
る
た
め
︑
荷

役
作
業
等
の
省
力
化
が
期
待

さ
れ
る
︒
様
々
な
荷
姿
の
荷

物
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
す
る
上
で
︑

広
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
パ

レ
ッ
ト
で
あ
る
︒

　

荷
役
・
運
搬
の
機
械
化
を

可
能
と
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
ロ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
の
効
果
を
高
め
︑

大
量
輸
送
を
迅
速
に
行
う
た

め
に
は
︑
輸
送
や
保
管
の
際

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑

共
同
使
用
を
実
施
し
て
い
る

ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
物
流
セ

ン
タ
ー
を
訪
ね
︑
ビ
ー
ル
輸

送
の
現
場
に
お
け
る
Ｐ
パ
レ

の
活
用
例
に
つ
い
て
取
材
を

行
っ
た
︒

　

ビ
ー
ル
工
場
か
ら
市
場
ま

で
の
ス
ム
ー
ズ
な
輸
送
を
支

え
て
い
る
の
が
︑
Ｐ
パ
レ
で

あ
る
︒
物
流
セ
ン
タ
ー
内
に

は
Ｐ
パ
レ
が
う
ず
高
く
積
ま

れ
︑
製
造
工
場
か
ら
の
ビ
ー

ル
の
到
着
を
待
っ
て
い
る
︒

　

Ｐ
パ
レ
は
同
会
加
盟
各
社

で
共
同
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
︑
Ｐ
パ
レ
の
所
有
者

に
使
用
さ
れ
る
パ
レ
ッ
ト
の

大
き
さ
や
形
状
を
標
準
化
す

る
必
要
が
あ
る
︒
し
か
し
な

が
ら
︑
パ
レ
ッ
ト
を
使
用
す

る
業
界
や
物
流
方
法
︑
保
管

方
法
の
違
い
な
ど
か
ら
︑
パ

レ
ッ
ト
に
は
様
々
な
形
の
も

の
が
あ
り
︑
物
流
の
効
率
化

を
進
め
て
い
く
上
で
︑
パ
レ

ッ
ト
の
標
準
化
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
た
︒
ま
た
︑

輸
送
を
円
滑
に
行
う
上
で

は
︑
パ
レ
ッ
ト
の
適
正
な
管

理
と
共
同
利
用
の
推
進
も
課

題
と
な
っ
て
い
る
︒

　

ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
大
手
４

社
で
は
︑
主
に
酒
類
や
飲
料

な
ど
の
輸
送
・
保
管
を
目
的

に
設
計
さ
れ
た
︑
９
０
０
㍉

㍍
×
１
１
０
０
㍉
㍍
の
サ
イ

ズ
の
ビ
ー
ル
９
型
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
（
Ｐ
パ
レ
[
別

掲
コ
ラ
ム
参
照
]）
を
使
用
し

て
き
た
︒

　

か
つ
て
は
︑
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
各
社
が
自
社
パ
レ
ッ
ト

を
使
用
し
︑
パ
レ
ッ
ト
の
回

収
も
原
則
と
し
て
自
社
分
の

み
を
行
っ
て
い
た
︒
そ
の
た

め
︑
卸
業
者
な
ど
ビ
ー
ル
の

配
送
先
で
は
ビ
ー
ル
メ
ー
カ

ー
ご
と
の
仕
分
け
・
保
管
が

必
要
で
あ
っ
た
ほ
か
︑
ビ
ー

ル
メ
ー
カ
ー
側
も
パ
レ
ッ
ト

回
収
時
の
選
別
作
業
が
必
要

で
あ
り
︑
両
者
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
︒

　

平
成
４
年
か
ら
︑
ビ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
４
社
が
協
力
し
︑

Ｐ
パ
レ
の
共
同
使
用
を
開
始

（
図
）︒
加
盟
社
の
パ
レ
ッ
ト

で
あ
れ
ば
選
別
せ
ず
に
共
同

使
用
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
卸

業
者
な
ど
の
配
送
先
側
・
ビ

ー
ル
メ
ー
カ
ー
側
の
双
方
で

発
生
し
て
い
た
パ
レ
ッ
ト
の

仕
分
け
・
選
別
作
業
が
不
要

と
な
り
︑
物
流
効
率
化
が
実

現
︒
25
年
に
は
︑
Ｐ
パ
レ
の

適
切
な
管
理
と
共
同
使
用
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
︑

﹁（
一
社
）
Ｐ
パ
レ
共
同
使
用

会
﹂
が
設
立
さ
れ
た
︒
現
在

で
は
︑
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
を

は
じ
め
︑
酒
造
メ
ー
カ
ー
︑

清
涼
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
な
ど

１
２
６
社
（
令
和
３
年
10
月

現
在
）
が
同
会
に
加
盟
し
︑

Ｐ
パ
レ
の
共
同
使
用
を
行
っ

て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
30
年
か
ら
は
ビ

ー
ル
メ
ー
カ
ー
４
社
に
よ
る

パ
レ
ッ
ト
共
同
﹁
回
収
﹂
を

順
次
全
国
に
拡
大
︒
年
間
で

回
収
枚
数
が
１
万
枚
以
上
の

得
意
先
を
対
象
と
し
て
︑
Ｐ

パ
レ
回
収
を
ビ
ー
ル
４
社
で

分
担（
回
収
代
表
社
を
選
定
）

し
︑
得
意
先
ご
と
に
回
収
代

表
社
が
ビ
ー
ル
４
社
分
の
Ｐ

パ
レ
を
回
収
す
る
こ
と
と
し

た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
に
よ
っ
て
物
流
コ
ス
ト
が

上
昇
す
る
中
で
︑
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
よ
り
︑
ト
ラ

ッ
ク
の
積
載
効
率
改
善
・
運

行
台
数
の
削
減
に
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
た
︒

を
示
す
表
記
と
し
て
︑
ビ
ー

ル
メ
ー
カ
ー
や
酒
造
メ
ー
カ

ー
な
ど
の
名
称
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
が
多
い
︒
な
お
︑

26
年
以
降
に
使
用
開
始
さ
れ

た
Ｐ
パ
レ
に
は
︑
Ｐ
パ
レ
を

　

と
こ
ろ
で
︑
ビ
ー
ル
の
消

費
量
は
夏
の
暑
い
時
期
と
年

末
年
始
に
増
加
す
る
傾
向
が

あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
製
造
工

場
で
は
そ
の
時
期
に
合
わ
せ

て
ビ
ー
ル
の
生
産
量
を
増
や

管
理
す
る
﹁
Ｐ
パ
レ
共
同
使

用
会
﹂
の
名
称
も
記
す
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
︒

　

１
枚
の
Ｐ
パ
レ
に
は
︑
ビ

ー
ル
工
場
で
製
造
さ
れ
た
製

品
が
積
載
さ
れ
る
︒
製
品
を

積
載
し
た
Ｐ
パ
レ
は
︑
大
型

リ
フ
ト
な
ど
の
物
流
機
器
に

よ
っ
て
一
挙
に
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
ま
れ
て
い
く
︒

　

大
量
出
荷
が
求
め
ら
れ
る

ビ
ー
ル
配
送
の
現
場
で
は
︑

量
が
増
え
る
分
だ
け
Ｐ
パ
レ

の
使
用
数
も
増
加
す
る
︒

　

も
し
︑
Ｐ
パ
レ
の
ス
ト
ッ

Ｐ
パ
レ
と
様
々
な
物
流
機
器

を
活
用
す
る
こ
と
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
荷
役
作
業
を
実
現
︒

こ
れ
に
よ
り
︑
数
多
く
の
消

費
者
の
も
と
に
新
鮮
な
ビ
ー

ル
を
素
早
く
届
く
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
︒

ク
が
不
足
し
た
場
合
︑
ト
ラ

ッ
ク
に
大
量
の
ビ
ー
ル
を
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
積
み
込
む
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
︑

ビ
ー
ル
輸
送
が
ス
ト
ッ
プ
し

て
し
ま
う
︒
ビ
ー
ル
の
需
要

が
旺
盛
な
時
期
に
物
流
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と

は
︑
何
と
し
て
も
避
け
な
け

し
︑
製
造
さ
れ
た
ビ
ー
ル
を

市
場
に
送
り
出
す
物
流
セ
ン

タ
ー
で
は
︑
ビ
ー
ル
の
輸
送

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
︑
ビ
ー

ル
各
社
で
は
最
盛
期
の
Ｐ
パ

レ
回
収
の
強
化
を
進
め
て
い

る
︒

　

Ｐ
パ
レ
の
出
荷
・
回
収
に

あ
た
っ
て
は
︑
同
会
の
﹁
Ｐ

パ
レ
共
同
使
用
会
共
通
受
払

い
シ
ス
テ
ム
﹂
も
力
を
発
揮

し
て
い
る
︒
Ｐ
パ
レ
共
同
使

用
会
共
通
受
払
い
シ
ス
テ
ム

は
︑
同
会
加
盟
社
業
と
卸
業

者
︑
物
流
業
者
が
パ
レ
ッ
ト

の
出
荷
・
回
収
デ
ー
タ
を
受

け
払
い
す
る
た
め
の
も
の
︒

流
通
の
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
で

Ｐ
パ
レ
の
情
報
を
入
力
し
て

い
く
こ
と
で
︑
同
会
加
盟
社

か
ら
出
荷
し
た
Ｐ
パ
レ
の
枚

数
や
回
収
で
き
た
Ｐ
パ
レ
の

枚
数
を
︑
明
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る
︒

　

同
会
の
平
世
哲
雄
常
務
理

事
に
よ
る
と
︑
昨
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑

Ｐ
パ
レ
の
出
荷
枚
数
は
伸
び

悩
ん
だ
も
の
の
︑
年
々
︑
同

会
加
盟
社
は
増
加
し
て
お

り
︑
令
和
元
年
は
年
間
で
約

４
５
０
０
万
枚
の
Ｐ
パ
レ
を

出
荷
し
た
︒
た
だ
︑
流
通
の

過
程
で
Ｐ
パ
レ
が
同
会
加
盟

社
以
外
の
メ
ー
カ
ー
や
本
来

の
酒
類
・
飲
料
の
輸
送
・
保

管
と
い
っ
た
用
途
外
の
役
割

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
と
い
う
（
別
掲
コ
ラ

ム
参
照
）︒

　

平
世
常
務
理
事
は
︑﹁
物

流
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
上

で
︑
Ｐ
パ
レ
は
必
要
不
可
欠

な
存
在
と
な
っ
て
い
る
︒
Ｐ

パ
レ
が
足
り
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
︑
物
流
が
ス
ト
ッ
プ

し
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態
に

も
な
り
か
ね
な
い
た
め
︑
運

送
事
業
者
の
皆
様
に
も
Ｐ
パ

レ
の
も
つ
役
割
を
ご
理
解
い

た
だ
き
︑
適
正
に
Ｐ
パ
レ
を

ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
﹂
と

述
べ
た
︒

　

新
鮮
さ
が
求
め
ら
れ
る
ビ

ー
ル
の
輸
送
に
は
︑
需
要
に

応
じ
て
素
早
く
︑
効
率
的
に

輸
送
す
る
こ
と
の
で
き
る
Ｐ

パ
レ
の
共
同
使
用
シ
ス
テ
ム

が
効
果
的
に
活
用
さ
れ
て
い

た
︒

　

大
量
輸
送
を
支
え
る
パ
レ

ッ
ト
の
適
正
な
利
用
が
︑
荷

役
作
業
の
軽
減
と
さ
ら
な
る

物
流
効
率
化
の
実
現
に
繋
が

る
の
で
あ
る
︒

（
取
材
協
力
）（
一
社
）
Ｐ
パ

レ
共
同
使
用
会　

平
世
哲
雄

常
務
理
事

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
で
は
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
労
働
力
不
足
の
問
題
は
︑

国
民
生
活
に
必
要
な
物
資
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
事
態

に
直
結
す
る
︑
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
︑
荷
役
作
業
の
機
械
化
な
ど
を
進
め
︑
さ
ら

な
る
物
流
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
物
流
の
効
率
化
と
環
境
負
荷
軽
減
に
繋
が

る
パ
レ
ッ
ト
の
共
同
使
用
に
関
す
る
︑（
一
社
）
Ｐ
パ
レ
共

同
使
用
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
︒

▶︎ コ ラ ム ◀︎

Ｐパレ共同使用会が保有する「Ｐパレ」とは？Ｐパレ共同使用会が保有する「Ｐパレ」とは？
　パレットは従来木製で組み立てられていたが、耐久性
や繰り返して使える環境保全の観点から、現在ではプラ
スチック製が使われている。
　プラスチック製パレットは業界、物流、保管方法の違
いにより、様々な形が使われている。（一社）Ｐパレ共
同使用会の加盟社が保有しているビール９型プラスチッ
クパレットは、900mm×1100mm のサイズで、主に
酒類・飲料・食品の輸送、保管において効率的に使わ
れるように考えられている（図）。
　Ｐパレは同会加盟社の所有物であり、ビール・酒類・
飲料メーカーなど、加盟社の商品を輸送・保管するため
にのみ使用することができる。
　近年、「加盟社以外の商品をＰパレに搭載して、運送・保管する」「倉庫や農地等の敷地の外壁・柵、小売
店店頭の商品陳列台など、輸送・保管以外の用途で使用する」――など、本来の使用目的外で使用されている
事例が増加傾向にある。
　同会では関係者以外の保有者に対して、手元にあるＰパレは速やかに同会加盟各社に返還するよう呼びかけて
いる（最新の加盟社一覧は同会ホームページに記載）。また、放置されたＰパレや持ち主が分からないＰパレを見か
けた場合には、以下の電話番号に連絡するよう呼びかけている。

【連絡先】（一社）Ｐパレ共同使用会　☎︎ 0120-952-259（フリーダイヤル）

Ｐ
パ
レ
に
は
、
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
な
ど
パ
レ
ッ
ト
の
所
有
者
の
名
称
が
そ
れ
ぞ

れ
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｐ
パ
レ
を
管
理
す
る
Ｐ
パ
レ
共
同
使
用
会
の
名
称
も

記
載
さ
れ
て
い
る

Ｐ
パ
レ
の
適
正
管
理
に
効
果
を
発
揮
す
る
「
共
通
受
払
い
シ
ス
テ
ム
」

１
枚
の
Ｐ
パ
レ
に
は
、
お
よ
そ
５
０
０
㌔
㌘
程
度
の
製
品
が
積
載
可
能

ビ
ー
ル
工
場
の
物
流
セ
ン
タ
ー
内
で
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
る
Ｐ
パ
レ
。
Ｐ

パ
レ
は
、
酒
類
・
飲
料
の
大
量
輸
送
を
担
っ
て
い
る

共同使用以前 共同使用

お
得
意
先
・
お
届
け
先

お
得
意
先
・
お
届
け
先

加盟社A社 加盟社A社

加盟社B社 加盟社B社

加盟社C社 加盟社C社

加盟社D社 加盟社D社

自社パレットで
製品出荷

自社の
パレットのみ
選別して回収

加盟社のパレットであれば
選別せず回収

加盟社パレットで
製品出荷

図　Pパレ共同使用システムのしくみ

効
率
的
な
物
流
を
実
現
さ
せ
る
「
パ
レ
ッ
ト
標
準
化
」

効
率
的
な
物
流
を
実
現
さ
せ
る
「
パ
レ
ッ
ト
標
準
化
」  

ビ
ー
ル
物
流
を
端
緒
に
共
同
使
用
が
拡
大

ビ
ー
ル
物
流
を
端
緒
に
共
同
使
用
が
拡
大

「
新
鮮
な
ビ
ー
ル
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」

「
新
鮮
な
ビ
ー
ル
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」  

「
Ｐ
パ
レ
」
と
「
荷
役
の
機
械
化
」
で
物
流
体
制
強
化

「
Ｐ
パ
レ
」
と
「
荷
役
の
機
械
化
」
で
物
流
体
制
強
化

急
激
な
輸
送
需
要
増
加
に
迅
速
に
対
応

急
激
な
輸
送
需
要
増
加
に
迅
速
に
対
応  

物
流
維
持
に
欠
か
せ
な
い
「
Ｐ
パ
レ
の
適
正
利
用
」

物
流
維
持
に
欠
か
せ
な
い
「
Ｐ
パ
レ
の
適
正
利
用
」

図　ビール9型プラスチックパレット

酒類・飲料の大量輸送を支える「Pパレ共同使用システム」酒類・飲料の大量輸送を支える「Pパレ共同使用システム」
物流効率化特集
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︻
解
説
︼
業
務
の
繁
忙
な
ど
の
た
め
︑

使
用
者
が
労
働
者
に
時
間
外
労
働
を

行
わ
せ
る
場
合
に
は
︑
労
働
基
準
法

第
36
条
第
１
項
に
よ
り
︑
通
常
﹁
36

　

弊
社
は
、
近
く
支
店
を
開
設
し
、

本
社
か
ら
、
管
理
職
と
し
て
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ベ
テ

ラ
ン
労
働
者
３
人
を
転
勤
さ
せ
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
支
店
で
は
、

新
し
い
体
制
が
整
う
ま
で
、
業
務
多

忙
の
状
況
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
新
規
採
用
者
の
確
定
も
遅

れ
て
お
り
、
ス
タ
ー
ト
し
た
と
し
て
も

即
36
協
定
の
締
結
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
感
じ
で
す
。
そ
こ
で
、
本

社
で
は
36
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す

の
で
、
最
初
は
と
り
あ
え
ず
、
転
勤

者
に
限
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
時
間

外
労
働
を
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 第237回 

本社36協定で支
店転勤者に時間
外命じ得るか

協
定
﹂
と
呼
ば
れ
る
時
間
外
・
休
日

労
働
に
関
す
る
労
使
協
定
の
締
結
と
︑

そ
の
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
へ
の

届
け
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
そ

し
て
︑
36
協
定
の
締
結
単
位
は
︑
原

則
と
し
て
労
基
法
の
適
用
単
位
︑
つ

ま
り
︑
企
業
単
位
で
は
な
く
︑
工
場
︑

営
業
所
等
の
事
業
場
単
位
で
あ
り
︑

そ
れ
ぞ
れ
適
用
事
業
場
ご
と
に
締
結

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
︒

　

こ
の
事
業
場
単
位
に
つ
い
て
︑
厚

生
労
働
省
は
﹁
事
業
と
は
︑
工
場
︑

鉱
山
︑
事
務
所
︑
店
舗
等
の
如
く
一

定
の
場
所
に
お
い
て
相
関
連
す
る
組

織
の
も
と
に
業
と
し
て
継
続
的
に
行

わ
れ
る
作
業
の
一
体
を
い
う
の
で
あ
っ

て
︑
必
ず
し
も
い
わ
ゆ
る
経
営
上
一

体
を
な
す
支
店
︑
工
場
等
を
総
合
し

た
全
事
業
を
指
称
す
る
も
の
で
は
な

い
﹂
と
し
︑
さ
ら
に
﹁
一
の
事
業
で

あ
る
か
否
か
は
主
と
し
て
場
所
的
観

念
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
︑
同

一
場
所
に
あ
る
も
の
は
原
則
と
し
て

分
割
す
る
こ
と
な
く
一
個
の
事
業
と

し
︑
場
所
的
に
分
散
し
て
い
る
も
の

は
原
則
と
し
て
別
個
の
事
業
と
す
る
﹂

（
昭
和
22
年
９
月
︑発
基
第
17
号
等
）

と
の
行
政
解
釈
を
示
し
て
い
ま
す
︒

す
な
わ
ち
︑
例
え
ば
︑
本
社
と
支
店

が
あ
る
企
業
の
場
合
は
︑
労
基
法
上

は
︑
本
社
︑
各
支
店
が
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
た
一
つ
の
適
用
事
業
場
と
な
り
︑

企
業
全
体
が
一
つ
の
適
用
事
業
場
に

な
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
御
社
の
場
合
︑
本

社
と
支
店
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
単
一
の

事
業
場
で
あ
り
︑
36
協
定
は
本
社
︑

支
店
ご
と
に
結
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
ご
質

問
の
転
勤
対
象
者
が
36
協
定
の
あ
る

本
社
の
労
働
者
で
あ
る
と
し
て
も
︑

36
協
定
の
拘
束
力
は
あ
く
ま
で
も
当

該
事
業
場
に
在
籍
す
る
労
働
者
の
み

に
効
力
を
持
つ
も
の
で
あ
り
︑
他
の

事
業
場
に
は
ま
っ
た
く
効
力
は
あ
り

ま
せ
ん
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
36
協
定
を
締
結
し

た
本
社
に
在
籍
し
て
い
る
労
働
者
を

転
勤
さ
せ
る
か
ら
と
い
っ
て
︑
そ
の

効
力
が
転
勤
先
の
支
店
に
ま
で
及
ぶ

と
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
︑
あ
く

ま
で
も
︑
事
業
場
単
位
に
捉
え
る
の

が
原
則
で
す
か
ら
︑
時
間
外
労
働
を

行
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
以
上
︑
支
店

で
新
た
に
36
協
定
を
締
結
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
︒

　

な
お
︑
実
際
に
新
し
い
支
店
で
労

働
者
に
残
業
を
命
じ
る
た
め
に
は
︑

そ
の
法
的
根
拠
と
し
て
︑
こ
う
し
た

36
協
定
の
締
結
・
届
け
出
と
併
せ
︑

就
業
規
則
等
に
︑
例
え
ば
﹁
業
務
繁

忙
等
の
場
合
に
は
︑
時
間
外
労
働
を

命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
旨
の
規
定

を
設
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
も
留
意
し
て
く
だ
さ
い
︒

Ａ�

事
業
単
位
が
別
な
た
め
支

店
で
の
協
定
締
結
が
必
要

1010
月
９
日
は「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

月
９
日
は「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
平
成
４
年
か
ら
10
月
９

日
を
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
と

定
め
︑
毎
年
全
国
各
地
で
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
︑

緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の
役

割
や
重
要
性
を
社
会
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
︒

　

令
和
２
年
・
３
年
は
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
︑
多
く
の
都
道
府
県
ト
協

で
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
自
粛

・
中
止
す
る
な
ど
の
措
置
を

講
じ
た
中
で
︑
10
月
９
日
の

18
時
か
ら
21
時
ま
で
︑
生
配

信
イ
ベ
ン
ト
﹁
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ 

２
０
２
１
﹂
を
開
催

（
写
真
）
し
た
︒

　

生
配
信
で
は
︑
坂
本
克
己

全
ト
協
会
長
に
よ
る
主
催
者

代
表
あ
い
さ
つ
や
︑
秡
川
直

也
国
土
交
通
省
自
動
車
局
長

に
よ
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ（
別

掲
）
の
ほ
か
︑
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ラ
イ
ブ
や
︑
各
都
道
府

県
ト
協
制
作
の
ご
当
地
Ｃ
Ｍ

の
放
映
︑
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画

な
ど
を
実
施
し
︑
告
知
動
画

の
再
生
数
は
約
１
７
１
万
回
︑

ま
た
︑
当
日
か
ら
11
月
１
日

ま
で
の
観
覧
再
生
回
数
は
約

４
万
回
を
超
え
た
︒

　

イ
ベ
ン
ト
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で

疲
弊
し
て
い
る
全
国
の
皆
様

へ
の
感
謝
と
恩
返
し
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
︑
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ラ
イ
ブ
も
応
援
ソ
ン

グ
が
中
心
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
役
割
や
重
要
性
を
一
般
消

費
者
の
皆
様
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
動

画
の
ほ
か
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
仕
事
や
そ
の
生
活

ぶ
り
等
を
紹
介
す
る
動
画
も

放
映
す
る
な
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
現
状
を
盛
り
込

ん
だ
内
容
と
な
っ
た
︒

　

さ
ら
に
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ

ク
協
会
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
Ｐ
Ｒ
映
像
の
提

供
を
受
け
て
︑
ラ
イ
ブ
の
合

間
な
ど
に
放
映
し
た
ほ
か
︑

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
映
像
で
は
︑

提
供
を
受
け
た
映
像
を
一
本

の
動
画
と
し
て
編
集
し
︑﹁
オ

ー
ル
ニ
ッ
ポ
ン
﹂
の
イ
ベ
ン
ト

色
を
強
調
し
た
︒

　

イ
ベ
ン
ト
中
に
寄
せ
ら
れ

た
視
聴
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
紹
介
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
さ
ん
︑
あ
り
が
と

う
﹂︑﹁
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
素
敵
﹂︑﹁
最
近
子
ど
も

が
ト
ラ
ッ
ク
に
興
味
を
持
ち

始
め
ま
し
た
﹂︑﹁
長
距
離
ド

ラ
イ
バ
ー
を
し
な
が
ら
私
を

育
て
て
く
れ
た
父
︒
だ
か
ら
︑

小
さ
な
頃
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
が

大
好
き
で
す
﹂
と
い
っ
た
︑

温
か
い
言
葉
の
数
々
が
寄
せ

ら
れ
た
︒

　

な
お
︑
同
イ
ベ
ン
ト
の
模

様
は
︑
福
岡
県
ト
協
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
ア

ー
カ
イ
ブ
配
信
を
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
る
︒

　

10
月
９
日
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の

日
﹂
で
す
︒
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑
平
成
４
年
か
ら
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
︒

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
︑
お

年
寄
り
な
ど
︑
幅
広
い
年
代
の

方
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
い
か
に
地

域
社
会
や
人
々
の
暮
ら
し
の
役

に
立
ち
︑
地
域
産
業
の
発
展
を

支
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を

Ｐ
Ｒ
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

が
い
か
に
社
会
的
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
︒

　

我
々
の
﹁
モ
ノ
を
運
ぶ
﹂
と

い
う
仕
事
が
な
け
れ
ば
︑
社
会

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
︒
自
然
災

害
等
が
発
生
し
た
際
に
︑
緊
急

物
資
輸
送
を
担
う
の
も
ト
ラ
ッ

ク
で
あ
り
︑
地
域
住
民
の
生
活

を
守
る
た
め
に
物
資
を
運
ぶ
と

い
う
我
々
の
仕
事
は
︑
本
当
に

社
会
の
た
め
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
日
々
仕
事

に
勤
し
む
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
は
︑﹁
こ
ん
な
時
で

も
︑
一
生
懸
命
に
必
要
な
も
の

を
届
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
﹂

と
い
う
励
ま
し
の
お
言
葉
も
頂

戴
し
︑
感
謝
い
た
し
ま
す
︒
日

頃
ご
激
励
・
ご
声
援
を
頂
戴
し

て
い
る
皆
様
方
に
︑
感
謝
の
意

を
込
め
て
の
今
回
の
こ
の
催
し

で
す
︒
本
日
は
ど
う
ぞ
ゆ
っ
く

り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
は
︑
皆
さ
ん
が
日

常
生
活
の
中
で
口
に
す
る
食
材

や
︑
毎
日
読
む
新
聞
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク

チ
ン
な
ど
︑
あ
ら
ゆ
る
も
の
を

運
ん
で
お
り
︑
社
会
生
活
全
体

を
支
え
る
︑
非
常
に
重
要
な
輸

送
手
段
で
す
︒

　

日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
輸
送

の
う
ち
︑
約
９
割
を
担
っ
て
い
る

の
が
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
り
︑
我
々

の
生
活
は
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

私
た
ち
国
土
交
通
省
を
は
じ

め
と
し
た
省
庁
で
も
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
皆
様
と
い
ろ
い

ろ
な
お
話
を
し
な
が
ら
︑
各
種

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
︒

　

本
日
の
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
き
っ
か
け
に
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
の
役
割
や
取
り
組
み

等
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
う

れ
し
い
で
す
し
︑
明
日
以
降
︑

街
中
で
ト
ラ
ッ
ク
を
見
か
け
た

ら
︑﹁
何
を
運
ん
で
い
る
ん
だ
ろ

う
﹂︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

さ
ん
︑
頑
張
っ
て
い
る
な
﹂
と

い
う
ふ
う
に
︑
皆
様
に
少
し
で

も
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ

し
い
で
す
︒

　

こ
の
あ
と
も
︑
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
視
聴
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
︒

貨物輸送の約９割占めるトラック輸送
イベントをトラックについて知る契機に

社会的重要性PRする「トラックの日」
トラックドライバーへの激励に感謝

トラックは生活（くらし）と経済のライフライントラックは生活（くらし）と経済のライフライン

「「ＴＲＵＣＫ ＦＥＳ ２０２１ＴＲＵＣＫ ＦＥＳ ２０２１」」ををＹｏｕＴｕｂｅ生配信ＹｏｕＴｕｂｅ生配信でで開催開催

主催者代表あいさつ（要旨）スペシャル応援メッセージ（要旨）

令和３年度「トラックの日」イ
ベント

坂本　克己　全日本トラック協会会長秡川　直也　国土交通省自動車局長

全
国
ご
当
地
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
放
映
　

生
配
信
中
に
は
、
ご
当
地
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
と
し
て
、
各
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
制

作
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
力
作
が
放
映
さ
れ
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る

北海道トラック協会

神奈川県トラック協会

広島県トラック協会

宮崎県トラック協会

岩手県トラック協会

静岡県トラック協会

佐賀県トラック協会

熊本県トラック協会

栃木県トラック協会

石川県トラック協会

大分県トラック協会

福岡県トラック協会
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食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第97回］

「ビフォー・コロナ・マン」と「アフター・コロナ・マン」

210「
知
ら
れ
ざ
る
東
京
の
食
街
道
①
」立
川
の
う
ど
と
、う
ど
ラ
ー
メ
ン

　

立
川
市
は
首
都
東
京
の
西

部
エ
リ
ア
拠
点
︒
立
川
駅
の

北
側
は
︑
五い

つ
か
い
ち
か
い
ど
う

日
市
街
道
（
都

道
７
号
杉
並
あ
き
る
野
線
）

が
東
西
に
走
る
︒
武
蔵
野
台

地
の
開
発
で
︑
西
多
摩
の
主

要
ル
ー
ト
に
な
っ
た
道
だ
︒

　

こ
の
五
日
市
街
道
周
辺
に

は
今
も
農
地
が
残
る
︒
代
表

作
物
が
う
ど
で
︑﹁
東
京
う

ど
﹂
の
名
で
出
荷
さ
れ
る
都

内
産
の
生
産
量
一
位
︒
う
ど

は
﹁
う
ど
の
大
木
﹂
と
い
う

通
り
︑
丈
は
伸
び
る
が
柔
ら

か
す
ぎ
︑
食
べ
る
以
外
に
用

の
な
い
︑
日
本
原
産
の
ウ
コ

ギ
科
タ
ラ
ノ
キ
属
の
植
物
だ
︒

　

も
っ
と
も
食
用
に
す
る
と

品
の
あ
る
香
り
︑
シ
ャ
ッ
キ

リ
感
︑
色
白
の
肌
と
三
拍
子

そ
ろ
う
︒
江
戸
っ
子
も
好
み
︑

あ
ん
こ
う
鍋
な
ど
の
具
に
は

だ
っ
た
の
だ
︒

　

と
い
う
の
も
︑
関
東
ロ
ー

ム
層
は
富
士
山
や
箱
根
山
の

火
山
灰
が
何
万
年
も
前
に
堆

積
し
た
も
の
︒
堅け

ん
ろ
う牢
だ
か
ら

地
下
室
を
掘
っ
て
も
崩
れ
な

い
︒
マ
ン
ホ
ー
ル
く
ら
い
の

直
径
の
縦
穴
を
掘
り
︑
さ
ら

に
底
を
四
方
へ
横
穴
を
伸
ば

し
て
も
へ
っ
ち
ゃ
ら
︒
横
穴
は

１
本
に
つ
き
３
畳
の
広
さ
が

　

こ
ん
な
う
ど
の
旬
は
12
月

か
ら
春
先
ま
で
︒
土
産
に
す

る
ほ
か
︑
立
川
駅
南
口
徒
歩

数
分
の
錦
町
へ
急
行
し
︑
元

祖
う
ど
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た

い
︒
町
中
華
﹁
五
十
番
﹂
の

五
目
あ
ん
か
け
風
の
麵
で
︑

具
の
一
つ
に
う
ど
が
入
り
︑

心
地
よ
い
食
感
は
ま
た
立
川

へ
来
た
く
さ
せ
る
︒

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

欠
か
せ
な
い
︒
貝
や
わ
か
め

と
の
ぬ
た
も
小
粋
な
味
で
︑

皮
は
き
ん
ぴ
ら
に
い
い
︒

　

そ
の
た
め
︑
よ
り
色
白
に

し
︑歯
応
え
を
高
め
よ
う
と
︑

太
陽
を
遮
っ
て
軟
白
に
す
る

栽
培
法
が
工
夫
さ
れ
︑
地
下

室
方
式
が
生
ま
れ
た
︒
定
着

し
た
の
が
︑
立
川
市
な
ど
東

京
西
郊
の
武
蔵
野
台
地
︒
土

壌
の
関
東
ロ
ー
ム
層
が
最
適

あ
り
︑こ
こ
が
う
ど
畑
で
あ
る
︒

　

あ
る
年
︑
一
軒
の
地
下
室

へ
︒
垂
直
の
梯は

し

ご子
を
こ
わ
ご

わ
下
り
る
︒
案
内
役
の
手
に

蠟ろ
う
そ
く燭
が
あ
る
の
は
︑
火
が
消

え
た
ら
逃
げ
る
た
め
だ
︒
さ

て
︑
地
下
は
湿
っ
た
土
の
匂

い
︒
闇
の
中
︑
懐
中
電
灯
で

照
ら
す
と
︑
白
い
う
ど
が
オ

ブ
ジ
ェ
の
ご
と
く
林
立
し
︑

異
次
元
の
世
界
だ
っ
た
︒

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜右左折編〜
 【解 答】２面に問題
❶ ×（法第21条第1項）車両（トロリーバ
スを除く。）は、左折し、右折し、横断し、
もしくは転回するため軌道敷を横切る場
合又は危険防止のためやむを得ない場合
を除き、軌道敷内を通行してはならない。
❷ ×（法第37条）車両等は、交差点で右
折する場合において、当該交差点におい
て直進し、又は左折しようとする車両等が
あるときは、当該車両等の進行妨害をして
はならない。
※右折しようとする車が先に交差点に
入っていれば直進や左折の車より優先さ
れるという規定はない。

❸ ×（法第34条第1項）左折するときは、
あらかじめその前からできる限り道路の
左側端に寄り、かつ、できる限り道路の左
側端に沿って徐行しなければならない。
❹ ×（法第34条第2項）右折しようとする
ときは、あらかじめできるだけ道路の中央
に寄り、交差点の中心のすぐ内側を徐行し
ながら通行しなければならない。
❺ ○（教則第5章第7節 交差点の通り方
1-3）特に大型車は内輪差が大きく、左後
方が見えにくいので左側を通行している
歩行者や自転車などを巻き込まないよう
注意する。

令和３年度「トラックの日」イ
ベント

﹁
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ 

２
０
２
１
﹂
は
︑
約
３
時

間
に
わ
た
っ
て
生
配
信
︒

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
応
援
ラ

イ
ブ
を
中
心
に
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
の
豆
知

識
や
︑
日
本
全
国
を
９
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
物
流
事

情
を
紹
介
し
た
ほ
か
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
オ

ン
と
オ
フ
を
紹
介
す
る
映

像
も
盛
り
込
む
な
ど
︑
業

界
の
今
が
分
か
る
話
題
満

載
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
︒

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

副
会
長
（
広
報
委
員
長
）

中
嶋
　
利
文
氏

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
の
影
響
の
中
で
も
皆

様
の
生
活
が
困
ら
な
い
よ
う
、
そ

し
て「
物
流
を
止
め
な
い
」た
め
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
携
わ
る
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
、
業
界
に
従

事
す
る
職
員 

一 

同
が
力
を
合
わ

せ
、
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し

沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

全
ト
協
広
報
委
員
会
副
委
員
長

佐
次
田
　
朗
氏

　

本
日
の
生
配
信
イ
ベ
ン
ト
は
、

全
国
47
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
運
送
業
界
の
想
い
、
そ
し

て
、
物
流
が
果
た
す
重
要
な
役

割
な
ど
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
気
持
ち
と
、
皆
様
か
ら
我

々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へい
た
だ
い

て
い
る
「
感
謝
と
労
い
」
の
数
々

た
。
一
方
、
昨
年
来
、
皆
様
か
ら

は
我
々
に
対
し
て
の
励
ま
し
や
、

労
い
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し

ま
し
た
。
今
日
、「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

を
迎
え
て
、
今
後
も
産
業
・
経

済
、
生
活
が
困
る
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
、
物
流
を
止
め
る
こ
と

な
く
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
今
日

は
、
全
国
の
皆
様
へ
我
々
か
ら
の

「
感
謝
」
と
「
恩
返
し
」
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
元
気
に
な
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
、
こ
の
企
画
を

催
し
ま
し
た
。
ど
う
か
こ
の
時
間

だ
け
で
も
十
分
に
楽
し
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

の
言
葉
へ
の
恩
返
し
を
し
た
い
、

「
日
本
中
の
皆
様
に
元
気
を
届

け
た
い
」
と
い
う
意
図
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
き
っ
と
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
様
々
な
こ
と
に
つ

い
て
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。
我
々
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
は
、
日
本
の
経
済

と
皆
様
の
生
活
（
く
ら
し
）
を

支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、

今
後
も
物
流
を
止
め
る
こ
と
な

く
走
り
続
け
、
社
会
的
使
命
を

果
た
し
て
い
き
ま
す
。引
き
続
き
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　イベントの中心は、豪華アーティストによる
「応援ライブ」。トラック運送業界から全国の
皆様への「恩返し」をテーマに、各アーティスト
が熱いライブを展開した。ライブは、イベント
全体で司会を務めた「Natural Radio Station」
をはじめ、「acane」、「Bigfumi」、「羅漢」、「サ
イプレス上野とロベルト吉野」が次々に登場し
イベントを盛り上げた。

サイプレス上野とロベルト吉野

Bigfumi

acane

Natural Radio Station

羅漢

　イベントのラストを飾るエンディング
ロールでは、全国のトラック協会から提供
された、各トラック協会が制作したオリジ
ナルテレビCMやPR映像などを紡いだ映
像が流され、ラストを感動的に飾った。

ニッポンの皆様へ「恩返し」をテーマにニッポンの皆様へ「恩返し」をテーマに

トラック運送業界からトラック運送業界から元気を届ける！！元気を届ける！！

開
会
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

閉
会
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　全国9ブロックの物流事情を紹介する映像の
合間には、トラック運送業界に関する豆知識も盛
り込んだ。国内貨物輸送量や「緑ナンバー」と「白
ナンバー」の違い、また、安全・環境対策や働き
方改革への取り組みなど、トラック運送業界のポ
イントをおさえて分かりやすく紹介した。

　福岡県ト協が福岡県とタイアップした「働く女
性を応援」する企画には、福岡県立香椎高等学
校ファッションデザイン科第２学年の女子高生
が登場。現役女子高生が女性ドライバーのユニ
フォームを8パターン提案。実際に製作し、試着
する姿を映像化した。

　トラックドライバーの仕事（オン）と生活（オフ）
がどうなっているのかを、男性、女性それぞれ1人
ずつ密着取材。仕事の時に見せる厳しい顔とは別
に、女性ドライバーのネイルアートに没頭する姿
や、男性ドライバーのパン作りに挑戦する姿を紹
介している。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
熱
い
「
応
援
ラ
イ
ブ
」

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
熱
い
「
応
援
ラ
イ
ブ
」
!!!!

イ
ベ
ン
ト
を
紙
上
再
現

トラック運送業界をより深く知ってもらうための映像が満載トラック運送業界をより深く知ってもらうための映像が満載

トラック運送業界豆知識 一生懸命な女性は素敵だ

映像で紡いだ「エンディング」

充実してるぞ
トラックドライバー
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▼
昆
虫
好

き
の
俳

優
・
香
川

照
之
さ
ん

が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
る
﹃
香

川
照
之
の
昆
虫
す
ご
い
ぜ
！
﹄（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
）
は
︑
不
定
期
放

送
の
特
別
番
組
で
︑
昆
虫
の
生
態

を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
捉
え
た
︑
興
味

深
い
番
組
で
す
︒
11
月
３
日
に
放

送
さ
れ
た
︑﹁
夕
陽
に
赤
と
ん
ぼ

を
見
た
か
﹂
で
は
︑
神
奈
川
県
の

里
山
で
︑
カ
マ
キ
リ
の
頭
部
の
形

を
し
た
帽
子
を
被
り
︑
全
身
緑
色

の
服
装
を
し
た
﹁
カ
マ
キ
リ
先
生

（
香
川
さ
ん
）﹂
が
︑
虫
取
り
網

を
片
手
に
︑
稲
穂
の
実
る
田
圃
や

雑
木
林
に
入
り
︑赤
と
ん
ぼ
を
﹁
一

発
必
中
﹂
で
捕
え
て
い
ま
し
た
︒

▼
日
本
に
は
︑
２
０
０
種
類
近
く

の
﹁
ト
ン
ボ
﹂
が
生
息
し
て
い
ま

す
が
︑
有
名
な
童
謡
に
登
場
す
る

﹁
赤
と
ん
ぼ
﹂
の
名
称
は
俗
称

で
︑
正
式
に
は
﹁
ト
ン
ボ
科
ア
カ

ネ
属
﹂
に
属
す
る
ト
ン
ボ
の
こ
と

を
い
い
︑
そ
の
数
は
約
20
種
類
に

及
び
ま
す
︒
ア
カ
ネ
属
の
代
表
的

な
ト
ン
ボ
は
﹁
ナ
ツ
ア
カ
ネ
﹂
や

﹁
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
﹂
で
︑
鼻
や
お

腹
が
赤
く
︑
羽
根
に
は
紋
様
が
あ

り
︑
美
し
い
個
体
で
す
︒
▼
学
生

時
代
に
︑
信
州
蓼
科
高
原
の
ホ
テ

ル
で
７
週
間
泊
ま
り
込
み
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
︒
担
当
は
ル

ー
ム
係
で
︑
宿
泊
者
の
出
迎
え
︑

館
内
の
説
明
︑
料
理
の
補
助
︑
ベ

ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
し
た
︒

ホ
テ
ル
の
関
係
者
や
パ
ー
ト
の
お

ば
ち
ゃ
ん
達
︑
日
々
訪
れ
る
多
種

多
様
な
お
客
様
︒
こ
こ
で
の
経
験

は
︑
後
の
私
の
人
生
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
︑
一
生
の
想
い
出
と

な
り
ま
し
た
︒
▼
も
う
す
ぐ
ア
ル

バ
イ
ト
期
間
が
終
わ
り
︑
東
京
へ

帰
る
日
が
近
づ
い
た
８
月
末
の
お

昼
休
み
に
︑
ホ
テ
ル
か
ら
程
近

い
︑
コ
ス
モ
ス
が
群
生
す
る
広
場

に
足
を
運
ぶ
と
︑
夏
は
山
の
中
腹

で
過
ご
し
︑
秋
が
近
づ
く
と
平
地

に
下
り
る
﹁
ア
キ
ア
カ
ネ
﹂
が
た

く
さ
ん
飛
ん
で
い
ま
し
た
︒
羽
根

を
休
め
て
止
ま
っ
て
い
る
ト
ン
ボ

に
近
づ
く
と
︑
い
と
も
容
易
く
捕

ま
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒
そ

し
て
︑
捕
ま
え
た
30
匹
近
く
の
ト

ン
ボ
を
一
斉
に
空
へ
放
つ
と
︑
一

瞬
で
す
が
空
が
赤
く
染
ま
っ
た
か

の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
ま
し
た
︒

▼
近
年
は
︑
以
前
と
比
べ
て
ト
ン

ボ
が
優
雅
に
飛
び
交
う
姿
を
見
か

け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
︒
日
本
国
内
で
も
自
然
環
境
が

徐
々
に
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
り
︑
貴

重
な
里
山
が
失
わ
れ
る
中
で
︑
生

息
地
を
変
え
て
繁
殖
し
︑
子
孫
を

残
す
ト
ン
ボ
を
見
て
︑
カ
マ
キ
リ

先
生
が
力
強
く
発
し
た
︑﹁
人
間

よ
昆
虫
か
ら
学
べ
﹂
は
︑
非
常
に

含
蓄
の
あ
る
言
葉
と
し
て
︑
私
の

頭
の
中
に
強
く
︑
か
つ
印
象
深
く

残
っ
て
い
ま
す
！

 

（
山
崎　

薫
）
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鹿
児
島
県
の
地
域
や
経
済

の
特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
︒

　

鹿
児
島
県
は
︑
本
土
の
南

西
部
に
位
置
し
て
お
り
︑
南

北
約
６
０
０
㌔
㍍
︑
海
岸
線

は
２
６
４
３
㌔
㍍
に
も
及
び
︑

総
面
積
は
約
９
１
８
７
平
方

㌔
㍍
で
全
国
10
位
︑
西
日
本

で
は
１
位
の
広
さ
を
有
し
て

い
ま
す
︒

　

広
大
で
美
し
い
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
︑
特
色
あ
る
島
々

や
歴
史
的
な
名
所
な
ど
︑
魅

力
あ
る
観
光
資
源
を
有
し
て

い
ま
す
︒
雄
大
な
自
然
環
境

で
は
︑
日
本
で
初
め
て
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
た﹁
霧
島
﹂

や
︑
こ
ち
ら
も
日
本
で
初
め

て
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
﹁
屋
久
島
﹂︑
そ
し
て
︑

今
年
７
月
に
は
︑
国
内
最
大

級
の
亜
熱
帯
照
葉
樹
林
に
︑

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど

希
少
な
固
有
種
が
生
息
す
る

生
物
多
様
性
保
全
上
重
要
な

地
域
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
︑﹁
奄
美
大
島
︑
徳
之
島
﹂

が
︑
沖
縄
県
の
２
島
と
と
も

に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
な
ど
を
生
か
し
︑
肉
用
牛

（
黒
毛
和
種
）
飼
養
頭
数
︑

豚
飼
養
頭
数
︑
ブ
ロ
イ
ラ
ー

出
荷
羽
数
が
日
本
一
で
あ
り
︑

特
に
︑
鹿
児
島
黒
牛
は
第
11

回﹁
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
﹂

で
日
本
一
（
総
合
優
勝
﹇
出

品
団
体
表
彰
・
首
席
﹈）
を

獲
得
す
る
な
ど
︑
畜
産
物
の

生
産
量
︑
質
は
日
本
一
と
自

負
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
ほ
か
に
も
﹁
サ
ツ
マ

イ
モ
﹂︑﹁
ソ
ラ
マ
メ
﹂︑﹁
知

覧
茶
﹂
な
ど
の
農
産
物
︑
養

殖
魚
の
﹁
ブ
リ
﹂
や
﹁
カ
ン

パ
チ
﹂︑﹁
ウ
ナ
ギ
﹂
な
ど
の

水
産
物
︑
そ
の
他
焼
酎
︑
黒

砂
糖
︑
黒
酢
な
ど
︑
い
ず
れ

も
安
心
・
安
全
で
お
い
し
く
︑

﹁
食
の
宝
庫
﹂
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
︒

　

鹿
児
島
と
い
え
ば
﹁
西
郷

隆
盛
﹂
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
︑

本
県
か
ら
は
︑
国
内
産
業
の

近
代
化
に
尽
力
し
た
大
久
保

利
通
︑
幕
末
に
将
軍
徳
川
慶

喜
に
大
政
奉
還
を
勧
告
し
︑

王
政
復
古
を
実
現
さ
せ
た
小

松
帯
刀
︑
薩
摩
藩
の
富
国
強

兵
に
尽
力
し
︑
明
治
以
降
は

大
阪
経
済
の
立
て
直
し
に
奔

走
し
た
五
代
友
厚
な
ど
︑
近

代
国
家
を
形
成
し
た
多
く
の

偉
人
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
︒

　

鹿
児
島
県
の
経
済
状
況

は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響

の
た
め
︑
製
造
業
に
お
い
て

は
世
界
的
な
半
導
体
需
要
や

公
共
事
業
の
増
加
の
見
込
み

に
よ
り
景
況
指
数
は
プ
ラ
ス

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
︑
非

製
造
業
で
は
マ
イ
ナ
ス
幅
は

小
さ
く
な
っ
た
も
の
の
︑
引

き
続
き
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

お
り
ま
す
︒

鹿
児
島
県
内
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
巡
る
動
向
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

現
在
の
鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
会
員
数
は
８
３
２

社
で
︑
車
両
数
は
約
１
万
７

０
０
０
台
（
被
け
ん
引
車
を

含
む
）
と
な
っ
て
お
り
︑
こ

こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
も
あ

り
入
会
者
が
減
少
し
て
お
り

ま
し
た
が
︑
今
年
度
は
増
加

に
転
じ
て
お
り
ま
す
︒

　

最
近
︑
県
外
の
事
業
者
が

県
内
に
営
業
所
を
構
え
る
ケ

ー
ス
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
が
︑
幸
い
従
来
の
事
業
者

と
の
競
合
は
し
て
い
な
い
と

聞
い
て
い
ま
す
︒
ひ
と
つ
だ

け
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
︑

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
加
入
し
て

い
た
だ
け
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
︒
県
内
で
事
業

を
展
開
す
る
の
で
あ
れ
ば
︑

ぜ
ひ
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
加
入

し
︑
情
報
共
有
の
機
会
や
助

成
制
度
等
を
活
用
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
︒

　

荷
動
き
と
し
て
は
︑
巣
籠

り
特
需
で
宅
配
等
は
プ
ラ
ス

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
︑
そ

の
他
の
輸
送
な
ど
は
マ
イ
ナ

ス
の
状
況
で
す
︒
鹿
児
島
は

畜
産
県
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

牛
肉
な
ど
が
コ
ロ
ナ
禍
で
一

時
在
庫
過
多
だ
っ
た
時
期
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
︑
今
は

平
常
に
戻
っ
て
い
る
よ
う
で

す
︒
鹿
児
島
は
︑
こ
れ
ま
で

の
景
気
変
動
の
様
子
を
み
て

も
︑
一
般
的
に
景
気
が
い
い

時
も
悪
い
時
も
影
響
が
少
な

い
︑﹁
安
定
し
た
エ
リ
ア
﹂
と

も
い
え
ま
す
︒
た
だ
し
︑
生

産
拠
点
と
い
う
性
格
か
ら
︑

大
都
市
圏
等
の
消
費
地
へ
の

長
距
離
輸
送
が
主
で
す
の

で
︑
こ
れ
に
伴
う
長
時
間
労

働
が
課
題
と
い
え
ま
す
︒

　

こ
の
長
時
間
労
働
に
関
し

て
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お

け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間

改
善
鹿
児
島
県
地
方
協
議

会
﹂
で
︑
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

を
実
施
し
な
が
ら
対
策
を
探

っ
て
い
ま
す
︒
対
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
︑
フ
ェ
リ
ー
航
送
や

中
継
輸
送
︑
ま
た
手
荷
役
か

ら
パ
レ
ッ
ト
荷
役
へ
の
転
換

な
ど
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
︒

実
際
に
労
働
時
間
の
短
縮
等

の
効
果
を
生
ん
で
い
ま
す
が
︑

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
後
に
継
続

的
な
改
善
を
図
ろ
う
と
す
る

時
に
︑
課
題
が
全
く
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
例
え

ば
︑
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
則

り
︑
他
事
業
者
が
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
し
た
い
と
思
う
場

合
︑
フ
ェ
リ
ー
に
は
物
理
的

な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま

す
︒
中
継
輸
送
で
は
︑
様
々

な
コ
ス
ト
問
題
が
発
生
し
︑

﹁
誰
が
コ
ス
ト
負
担
す
る
の

か
﹂
と
い
う
壁
に
突
き
当
た

り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
パ
レ
ッ
ト
輸
送

に
つ
い
て
も
︑
課
題
と
な
っ
た

青
果
物
や
鶏
卵
輸
送
で
は
︑

こ
れ
ま
で
バ
ラ
積
み
だ
っ
た

も
の
を
パ
レ
ッ
ト
化
す
る
に

あ
た
り
︑
パ
レ
ッ
ト
の
容
積

と
重
量
分
だ
け
︑
積
載
効
率

の
低
下
と
積
載
重
量
の
減
少

と
い
う
問
題
が
生
じ
ま
す
︒

青
果
物
は
基
本
的
に
市
場
で

価
格
が
決
定
さ
れ
︑
ま
た
︑

鶏
卵
な
ど
は
︑﹁
物
価
の
優

等
生
﹂
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
商

品
価
格
が
低
く
︑
す
な
わ
ち

運
賃
負
担
能
力
が
低
い
と
い

う
問
題
に
行
き
つ
き
ま
す
︒

生
産
者
の
皆
様
と
よ
く
話
し

合
っ
て
い
ま
す
が
︑
生
産
者

の
皆
様
に
こ
れ
以
上
コ
ス
ト

負
担
を
強
い
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
︒
方
策
を
考
え
よ
う

と
し
て
も
︑
そ
の
原
価
が
問

題
と
な
る
の
が
我
が
県
の
輸

送
実
態
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
︒
最
終
的
に
︑
コ
ス
ト
負

担
は
ど
う
す
る
か
が
一
番
の

ネ
ッ
ク
な
の
だ
と
思
い
ま
す
︒

こ
の
コ
ス
ト
負
担
に
つ
い
て

は
︑
決
し
て
生
産
者
と
物
流

事
業
者
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
問
題
で
︑
公
的
な
物
流

コ
ス
ト
助
成
な
ど
が
で
き
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

　

改
善
基
準
告
示
の
見
直
し

も
現
在
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
︑
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
ど
う
解
消
す
る
か
と
い

う
ジ
レ
ン
マ
は
︑
地
方
の
長

距
離
輸
送
事
業
者
が
抱
え
る

大
き
な
問
題
で
す
︒

環
境
・
安
全
等
の
諸
課
題

に
対
し
て
︑
鹿
児
島
県
ト

協
と
し
て
︑
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
な
さ
っ
て
い

ま
す
か
︒

　

環
境
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
︑以
前
は﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
﹂︑

﹁
海
の
森
﹂
を
設
置
し
て
お

り
ま
し
た
が
︑
平
成
27
年
度

か
ら
は
︑
地
域
の
公
園
等
へ

の
植
樹
を
通
じ
て
︑
地
球
温

暖
化
防
止
の
社
会
貢
献
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
︒
本
県
は

海
に
囲
ま
れ
︑
ま
た
︑
北
部

は
森
林
も
豊
富
で
す
が
︑
我

々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
多

く
は
農
畜
産
・
水
産
物
を
運

ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
︑
森
や
海
を
育
て
る
こ
と

も
我
々
の
大
事
な
仕
事
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
令
和
元
年
度
ま
で

県
内
の
小
学
校
に
お
い
て

﹁
環
境
出
前
講
座
﹂
を
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
が
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
り
︑
実
施
が

困
難
に
な
っ
た
た
め
︑
新
た

に
小
学
生
の
環
境
問
題
へ
の

意
識
高
揚
の
推
進
を
目
的

に
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
や
環
境
に
関

す
る
本
の
寄
贈
を
行
っ
て
お

り
ま
す
︒
併
せ
て
︑
我
々
運

送
事
業
者
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
︑

会
員
向
け
研
修
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
︒

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
︑
今
年
会
員
事
業
者

が
関
連
す
る
交
通
死
亡
事
故

が
４
件
発
生
し
た
た
め
︑
緊

急
の
交
通
安
全
対
策
会
議
を

開
催
し
て
︑県
ト
協
︑支
部
︑

部
会
︑
各
事
業
所
で
取
り
組

む
交
通
事
故
防
止
対
策
を
決

定
し
︑
定
例
会
や
朝
礼
の
際

に
﹁
交
通
安
全
宣
言
﹂
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
対
策
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
︒
高
齢
者
の
交

通
事
故
被
害
者
は
夜
の
徘
徊

中
に
交
通
事
故
に
遭
遇
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
︑
道
路
上

で
徘
徊
す
る
高
齢
者
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
﹁
ラ
イ
ト

は
上
向
き
﹂
で
走
行
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
︒
こ

の
ほ
か
︑
春
と
秋
の
﹁
全
国

交
通
安
全
運
動
﹂期
間
中
に
︑

﹁
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
通
安

全
教
室
﹂
を
各
警
察
署
︑
市

役
所
等
の
協
力
を
得
て
開
催

し
て
お
り
︑
今
年
９
月
で
29

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
県
内
の
全
新
入

学
児
童
に
対
し
て
︑
交
通
標

識
の
入
っ
た
定
規
を
交
通
安

全
教
材
と
し
て
昭
和
62
年
か

ら
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
︒

　

一
方
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
直

接
注
意
喚
起
す
る
取
り
組
み

と
し
て
は
︑﹁
夜
間
上
向
き

点
灯
﹂︑﹁
歩
行
者
に
注
意
﹂

の
車
内
に
貼
付
で
き
る
シ
ー

ル
を
配
布
し
て
い
ま
す
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ

に
貼
付
し
て
も
ら
い
︑
直
接

訴
え
か
け
て
い
ま
す
︒

こ
の
ほ
か
︑
鹿
児
島
県
ト

協
独
自
の
取
り
組
み
な
ど

ご
ざ
い
ま
す
か
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
さ
ら
な

る
普
及
・
拡
大
と
荷
主
企
業

や
一
般
消
費
者
に
対
す
る
積

極
的
な
広
報
の
た
め
︑
毎
年

３
台
程
度
︑﹁
走
る
広
告
塔
﹂

と
し
て
Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ
ピ
ン

グ
ト
ラ
ッ
ク
を
導
入
し
︑
現

在
15
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
走
行

し
て
お
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
10
月
９
日
の
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
に
合
わ
せ
て

行
っ
て
い
る
広
報
イ
ベ
ン
ト

が
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り

開
催
で
き
な
い
た
め
︑
専
門

学
校
と
提
携
し
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
広
報
す
る
Ｐ
Ｒ
動
画

を
制
作
し
て
お
り
︑
間
も
な

く
完
成
す
る
予
定
で
す
︒

　

県
独
自
の
﹁
ベ
ス
ト
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

は
今
年
で
17
回
目
と
な
り
ま

す
︒
県
下
の
中
小
規
模
事
業

者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
全
運

転
︑
燃
費
︑
運
転
マ
ナ
ー
な

ど
を
競
う
も
の
で
す
︒
大
会

の
ス
タ
ー
ト
当
初
は
ト
ー
タ

ル
で
５
０
０
人
を
ベ
ス
ト
エ
コ

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
認
定
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
が
︑
現
在
認
定
者
は
８
０

０
人
を
超
え
ま
し
た
︒
大
会

で
研
鑽
を
積
み
重
ね
る
こ
と

で
︑
県
下
ド
ラ
イ
バ
ー
全
体

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
皆
の
プ
ラ

イ
ド
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
夢
の
あ
る
ト
ラ

ッ
ク
﹂
を
題
材
に
︑
小
学
生

を
対
象
に
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
︒﹁
こ
ん

な
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
﹂
な
ど
の
夢
を
描
い
て
も

ら
う
と
同
時
に
︑
ト
ラ
ッ
ク

は
皆
の
街
を
走
る
身
近
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

も
ら
う
目
的
で
開
催
し
て
い

ま
す
︒
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は

年
々
出
点
数
が
増
え
て
お

り
︑
今
年
は
１
万
２
０
０
０

点
を
超
え
る
な
ど
︑
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
︒
優

秀
作
品
は
各
学
年
１
枚
︑
６

台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
ペ
イ
ン
ト
し

て
走
ら
せ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
人
材
確
保
の

た
め
に
﹁
物
流
出
前
授
業
﹂

を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
物
流

の
大
切
さ
や
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
活
動
紹
介
と
と
も

に
︑
授
業
を
通
じ
て
︑
業
界

に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
た

め
の
重
要
な
機
会
と
し
て
位

置
付
け
て
い
ま
す
︒

鹿
児
島
県
ト
協
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
︑
日
ご
ろ
か
ら

お
考
え
に
な
っ
て
い
る
ポ

リ
シ
ー
ま
た
今
後
の
抱
負

な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

私
が
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
仕

事
に
全
力
を
注
ぐ
理
由
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
鳥

部
が
い
く
ら
行
政
に
モ
ノ
申

し
て
も
︑
そ
の
声
が
届
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
会
長
と
し
て
発

言
す
れ
ば
︑
行
政
も
話
を
聞

い
て
く
れ
る
と
感
じ
て
い
る

か
ら
で
す
︒﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
を
よ
く
し
た
い
﹂︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
地
位
を

向
上
さ
せ
た
い
﹂
と
い
う
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体
の

声
を
代
弁
す
る
ト
ラ
ッ
ク
協

会
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

ま
ず
は
︑
そ
の
た
め
の
第

一
歩
と
し
て
︑
会
員
事
業
者

の
皆
様
が
気
軽
に
参
集
︑
活

用
で
き
る
受
け
皿
と
し
て
︑

新
た
な
鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
館
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
︒

　

こ
れ
ま
で
の
鹿
児
島
ト
ラ

ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）

跡
地
を
︑
鹿
児
島
ト
協
で
既

に
購
入
済
み
で
あ
り
︑
こ
の

Ｔ
Ｓ
跡
地
に
新
会
館
を
建
設

す
る
予
定
で
︑
全
会
員
を
対

象
と
し
た
新
会
館
へ
の
意
向

や
要
望
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
も
実
施
し
て
い
ま

す
︒
令
和
５
年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
て
︑
会
員
事
業
者

が
集
い
や
す
い
︑
ま
た
︑
何

か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
時

に
も
相
談
に
来
や
す
い
会
館

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
近
年
頻
発
す
る
自

然
災
害
に
対
し
て
も
対
応
が

可
能
な
︑
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
も
可
能
な
限
り
盛
り

込
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
︒
現
在
︑
鹿
児
島
県
庁

を
は
じ
め
と
し
た
県
の
行
政

機
関
の
中
枢
は
︑
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
に
集
中
し
て

い
ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
︑
県
等

も
耐
震
化
な
ど
構
造
上
の
対

策
を
施
し
て
い
る
は
ず
で
す

が
︑
交
通
網
が
遮
断
さ
れ
た

時
に
︑
い
か
に
し
て
緊
急
支

援
物
資
を
輸
送
す
る
か
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
︒
こ
の
点
︑
鹿
児
島

Ｔ
Ｓ
の
跡
地
に
つ
い
て
は
︑

海
岸
線
か
ら
遠
く
︑
高
台
で

地
盤
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
︒
さ
ら
に
︑
高
速
道
路
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
も

近
い
な
ど
︑
様
々
な
利
点
が

あ
り
ま
す
︒
有
事
の
際
に
緊

急
支
援
物
資
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
す

べ
き
で
︑
発
災
直
後
か
ら
あ

る
程
度
の
期
間
役
立
て
る
よ

う
な
防
災
備
品
保
管
庫
と
し

て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒

最
後
に
︑
行
政
機
関
や
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど

へ
の
要
望
︑
ま
た
は
会
員

事
業
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
ご
ざ
い
ま
す
か
︒

　

高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
︑

長
距
離
逓
減
制
の
割
引
率
が

低
い
の
が
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
︒
長
距
離
に
つ
い
て
は
︑

距
離
に
応
じ
た
割
引
拡
充
が

求
め
ら
れ
ま
す
︒
さ
ら
に
深

夜
割
引
を
拡
大
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
が
︑
現
在
︑

適
用
時
間
に
な
る
ま
で
の
待

機
問
題
な
ど
︑
安
全
性
の
問
題

も
発
生
し
て
い
ま
す
︒こ
の
際
︑

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
は
時
間

帯
に
関
係
な
く
割
引
適
用
と
な

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
︒

　

ま
た
︑
規
制
緩
和
が
進
み
新

規
参
入
事
業
者
が
激
増
し
︑
そ

の
後
︑
激
し
い
過
当
競
争
に
よ

り
︑
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

事
業
者
が
存
在
し
ま
す
︒
こ
う

し
た
事
業
者
を
行
政
が
し
っ
か

り
と
管
理
・
監
督
し
て
い
か
な

い
と
︑
業
界
全
体
が
悪
い
方
向

へ
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
︒

﹁
悪
貨
が
良
貨
を
駆
逐
す
る
﹂

よ
う
な
業
界
に
な
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
︒
社
会
的
地
位
の
向
上

問
題
と
も
関
わ
り
ま
す
が
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
親
を
持

つ
子
ど
も
が
︑親
の
背
中
を
見
て
︑

﹁
自
分
も
こ
の
会
社
︑
業
界
で

仕
事
が
し
た
い
﹂
と
思
う
よ
う

な
会
社
︑
業
界
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
︒

　

先
般
︑
白
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ

ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
︑
飲
酒
運

転
に
よ
り
小
学
生
を
死
傷
さ
せ

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
あ

り
ま
し
た
が
︑世
間
一
般
で
は
︑

﹁
緑
ナ
ン
バ
ー
﹂
と
﹁
白
ナ
ン

バ
ー
﹂
の
区
別
が
つ
か
ず
︑
緑

ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ
バ

ー
も
同
じ
に
み
ら
れ
か
ね
な
い

と
い
う
恐
れ
も
あ
り
ま
し
た
︒

　

ど
う
か
︑
会
員
事
業
者
の
皆

様
に
は
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
遵

法
精
神
で
安
全
運
行
に
取
り
組

み
︑
運
転
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
向

上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
︒
こ
れ
ま
で
要
望
を

述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
︑
そ

の
要
望
も
飲
酒
運
転
事
故
な
ど

が
起
き
て
し
ま
え
ば
叶
う
は
ず

も
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

我
々
は
鹿
児
島
県
の
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
と
し
て
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
意
見
を
述

べ
︑
全
ト
協
か
ら
中
央
政
府
な

ど
に
﹁
地
方
の
声
﹂
を
届
け
て

い
た
だ
く
つ
も
り
で
す
︒
そ
の

た
め
に
も
︑
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
に
携
わ
る
一
人
ひ
と
り

が
身
を
律
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

鹿児島県トラック協会公益社団法人

長距離輸送の課題克服には長距離輸送の課題克服には
「生産者」や「物流事業者」への配慮を「生産者」や「物流事業者」への配慮を

鳥部 敏雄 会長

聞
く
聞
く

会
長
に

会
長
に

シ
リ
ー
ズ

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
鳥
部
敏
雄
会
長
で
す
。

ク
協
会
の
鳥
部
敏
雄
会
長
で
す
。

鳥部 敏雄 会長の横顔
とりべ としお

セイコー運輸株式会社　代表取締役

64歳
（昭和31年11月20日生まれ）

ご家族は？　家内と長女、長男、次男
の子どもが3人です。長女は既に嫁ぎ
孫が1人。長男が後継者として弊社の
中部営業所で業務に励んでいます。次
男は、昨年大学を卒業後、アパレルの
勉強中です。
ご趣味は？　強いてあげるとゴルフで
す。鹿児島県ト協には、支部と部会を
横断する「セフティ会」という組織があ

り、そこに出席したいがためにやってい
ます。コンペでは、常に敢闘賞かブー
ビー賞です（笑）。
座右の銘は？　「向上心」です。常に前
向きに自分自身を高めていきたいと
思っています。
最近読んだ本は？　養老孟司氏の『バ
カの壁』です。養老さんのこの本を読ん
で、的を射ていると痛感しています。


